
この印刷物は、大豆油インクを使用しています。
区議会だよりは、年４回（２月・６月・９月・11月）開かれる定例会での
議案の審査結果、一般質問の要旨等をお知らせしています。

―
一
般
会
計
予
算　

３
５
１
６
億
８
５
７
８
万
円
―

令
和
６
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
、
練
馬
区
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
の
人
員
お
よ
び
運
営
の
基
準
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
な
ど
を
可
決

令和７年第一回定例会

令
和
７
年
度
予
算
を
可
決

会 議 の 開 催 状 況
２
月
６
日
（
木
）
議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　

本
会
議
（
所
信
表
明
・
議
案
上
程
等
）

　
　

７
日
（
金
）・
10
日
（
月
）・
12
日
（
水
）

　
　
　
　
　
　
　

本
会
議
（
一
般
質
問
）

　
　

13
日
（
木
）
常
任
委
員
会
（
５
委
員
会
）

　
　

14
日
（
金
）
特
別
委
員
会
（
４
委
員
会
）

　
　

17
日
（
月
）
医
療
・
高
齢
者
等
特
別
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　

常
任
委
員
会
（
５
委
員
会
）

　
　

18
日
（
火
）
〜
28
日
（
金
）
予
算
特
別
委
員
会

３
月
３
日
（
月
）
議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　

予
算
特
別
委
員
会

　
　

４
日
（
火
）
本
会
議
（
追
加
上
程
）

　
　
　
　
　
　
　

予
算
特
別
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　

企
画
総
務
、
区
民
生
活
、

　
　
　
　
　
　
　

文
教
児
童
青
少
年
委
員
会

　
　

５
日
（
水
）
〜
７
日
（
金
）
予
算
特
別
委
員
会

　
　

10
日
（
月
）
議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　

本
会
議
（
先
議
）

　
　

11
日
（
火
）
常
任
委
員
会
（
５
委
員
会
）

　
　
　
　
　
　
　

特
別
委
員
会
（
４
委
員
会
）

　
　

12
日
（
水
）
予
算
特
別
委
員
会

　
　

14
日
（
金
）
議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　

本
会
議
（
議
決
）

●一般質問（要旨）……………………………２・３・４面
●議決した議案、結果のでた請願・陳情………………５面
●令和７年度予算議案に対する
　各会派の意見・要望等及び討論…………………６・７面
●令和７年度予算・
　令和６年度補正予算の概要……………………………８面

お
も
な
内
容

ー
定
例
会
の
概
要
ー

　

令
和
７
年
第
一
回
定
例
会
は
、
２
月
６
日
か
ら
３
月
14
日
ま
で
の

37
日
間
の
会
期
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

定
例
会
の
初
日
に
区
長
か
ら
「
令
和
７
年
度
当
初
予
算
案
」
「
令

和
６
年
度
補
正
予
算
案
」
「
大
江
戸
線
の
延
伸
」
「
美
術
館
・
貫
井

図
書
館
の
全
面
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
」
な
ど
に
つ
い
て
の
所
信
表
明
が
あ

り
、
こ
れ
を
受
け
て
12
人
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

　

議
案
と
し
て
区
長
か
ら
「
令
和
７
年
度
練
馬
区
一
般
会
計
予
算
」

「
令
和
６
年
度
練
馬
区
一
般
会
計
補
正
予
算
」
「
練
馬
区
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
の
人
員
お
よ
び
運
営
の
基
準
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
」
な
ど
46
議
案
が
、
議
員
か
ら
「
練
馬
区
議
会
の

個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
」
の
１

議
案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

審
議
の
結
果
、
全
て
の
議
案
を
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

皆
様
か
ら
提
出
さ
れ
た
請
願
・
陳
情
は
、
１
件
を
採
択
し
、
14
件

を
不
採
択
と
し
ま
し
た
。

四季の香ローズガーデン（光が丘５－２－６）

起 立 採 決 の 様 子
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一
般
質
問
（
要
旨
）

一
般
質
問
（
要
旨
）

二次元コードから、各質問者の録画映像
（区議会ホームページ）をご覧になれます。

進
め
よ
う
、区
民
第
一
主
義
！

進
め
よ
う
、区
民
第
一
主
義
！

練
馬
区
議
会
自
由
民
主
党 

上
野

　
ひ
ろ
み

住
ま
い
の
防
犯
対
策
の

住
ま
い
の
防
犯
対
策
の

支
援
で
安
心
安
全
な
練
馬
を

支
援
で
安
心
安
全
な
練
馬
を

練
馬
区
議
会
公
明
党 

柳
沢

　
よ
し
み

誰
一
人
取
り
残
す
こ
と
の
な
い

誰
一
人
取
り
残
す
こ
と
の
な
い

笑
顔
輝
く
ね
り
ま
へ

笑
顔
輝
く
ね
り
ま
へ

練
馬
区
議
会
自
由
民
主
党 

し
ば
た

　
さ
ち
こ

未
来
へ
の
責
任

未
来
へ
の
責
任

──

文
化
を
守
り
、ま
ち
を
創
る

文
化
を
守
り
、ま
ち
を
創
る

練
馬
区
議
会
立
憲
民
主
党 

富
田

　
け
ん
じ

◆
区
長
の
基
本
姿
勢
に
つ
い
て

●問    

①
改
革
ね
り
ま
第
Ⅲ
章
の
実

現
へ
の
決
意
は
。
②
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
の
職
員
確
保
と
育
成

を
。
③
美
術
館
再
整
備
へ
の
コ※
１

ン

ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
導
入
の
目
的
は
。
結
果
を
踏
ま

え
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か
。

 

区
長  

①
こ
れ
ま
で
の
取
組
を
継

続
・
発
展
さ
せ
な
が
ら
、
み
ど
り
、

文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
等
区
民
生
活
を

よ
り
豊
か
に
す
る
施
策
に
力
を
入

れ
る
。 福
祉  

②
区
独
自
に
必
要
な

人
員
を
確
保
。
都
等
が
開
催
す
る

研
修
会
に
参
加
。 

地
域
文
化  

③
コ

ス
ト
削
減
や
工
期
短
縮
、
品
質
確

保
。
結
果
を
踏
ま
え
工
事
費
の
適

正
化
を
図
り
、
取
り
組
む
。

◆
来
年
度
予
算
に
つ
い
て

●問    

個
人
向
け
防
犯
カ
メ
ラ
購
入

助
成
費
は
額
を
引
き
上
げ
補
助
を
。  

危
機
管
理  

都
の
補
助
を
活
用
し
、

自
己
負
担
軽
減
等
に
つ
い
て
検
討
。

◆
都
市
農
業
振
興
施
策
に
つ
い
て

●問    

①
全
国
都
市
農
業
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
は
国
に
働
き
か
け
財
源
確

保
を
。
②
都
が
指
定
す
る
農
の
風

景
育
成
地
区
事
業
は
、
都
か
ら
財

源
の
確
保
を
。
③
農
業
の
担
い
手

確
保
に
向
け
た
新
制
度
の
概
要
は
。

 

副
区
長  

①
引
き
続
き
国
へ
働
き

か
け
。
②
引
き
続
き
都
に
要
望
。

③
就
農
か
ら
５
年
以
内
の
農
業
者

を
対
象
に
農
業
機
械
購
入
等
補
助
。

◆
マ
ン
シ
ョ
ン
防
災
に
つ
い
て

●問    

①
一
般
緊
急
輸
送
道
路
沿
道

の
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
組
合
等
へ
耐

震
化
の
積
極
的
働
き
か
け
を
。
②

「
東※
２

京
と
ど
ま
る
マ
ン
シ
ョ
ン
普

及
促
進
事
業
」
の
周
知
を
。

 

危
機
管
理  

①
耐
震
化
助
成
拡
充

や
個
別
相
談
等
状
況
に
即
し
た
支

援
を
通
じ
働
き
か
け
る
。
②
中
高

層
住
宅
の
防
災
対
策
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
を
全
面
改
訂
し
全
戸
配
布
等
で

周
知
啓
発
す
る
。

◆
清
掃
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
に
つ
い
て

●問    

①
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
等

に
よ
る
発
火
事
故
を
防
ぐ
対
策
は
。

②
年
末
の
粗
大
ご
み
不
法
投
棄
対

策
を
。
③
正
し
い
資
源
ご
み
の
分

別
に
つ
い
て
ア
プ
リ
等
で
周
知
を
。

 

環
境  

①
啓
発
動
画
の
配
信
、
ア

プ
リ
等
で
周
知
。
②
年
末
に
パ
ト

ロ
ー
ル
強
化
等
対
策
。③
Ａ
Ｉ
チ

ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト
も
導
入
し
案
内
。

◆
ひ
と
り
親
支
援
に
つ
い
て

●問    

①
訪
問
型
学
習
支
援
は
、
保

護
者
の
所
得
制
限
の
撤
廃
を
。
②

親
子
体
験
応
援
事
業
の
拡
充
を
。

③
養
育
費
立
替
支
援
の
実
施
を
。

 

福
祉  

①
７
年
度
に
対
象
学
年
を

拡
大
。
申
請
状
況
等
を
踏
ま
え
要

件
検
討
。
②
７
年
度
に
メ
ニ
ュ
ー

を
拡
充
。
③
国
が
見
直
し
。
国
の

動
向
踏
ま
え
効
果
的
な
支
援
検
討
。

◆
読
書
活
動
の
推
進
に
つ
い
て

●問    

①
ね
り
ま
電
子
図
書
館
の
利

用
促
進
を
。
②
全
図
書
館
に
「
り※
３

ん
ご
の
棚
」
の
設
置
を
。

 

教
育
長  

①
コ
ン
テ
ン
ツ
を
充
実

し
、
講
習
会
等
開
催
で
利
用
者
の

拡
大
に
努
め
る
。
②
順
次
進
め
る
。

◆
学
校
適
正
配
置
に
伴
う
課
題
に

つ
い
て

●問    

①
地
域
と
の
合
意
形
成
に
向

け
た
取
組
は
。
②
通
学
負
担
の
軽

減
の
た
め
、
安
全
教
育
を
施
し
自

転
車
通
学
が
で
き
る
よ
う
対
応
を
。

 

教
育
長  

①
１
月
に
説
明
会
を
開

催
。
い
た
だ
い
た
意
見
等
を
踏
ま

え
豊
渓
中
で
再
度
の
開
催
を
検
討
。

②
寄
せ
ら
れ
た
意
見
踏
ま
え
検
討
。

◆
災
害
時
の
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
に
つ
い
て

●問    

被
災
地
域
で
の
窃
盗
等
の
犯

罪
被
害
が
相
次
い
で
報
告
さ
れ
て

い
る
。
警
察
の
み
に
頼
ら
ず
、
防

犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
す
る
等
、

犯
罪
抑
止
の
体
制
整
備
を
。

 

危
機
管
理  

避
難
拠
点
運
営
連
絡

会
を
中
心
に
登
録
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

等
様
々
な
主
体
と
連
携
し
避
難
拠

点
や
地
域
の
安
全
・
安
心
を
確
保
。

◆
動
物
対
策
に
つ
い
て

●問    

①
獣
医
師
会
や
保
護
猫
・
保

護
犬
活
動
を
す
る
機
関
と
連
携
し
、

災
害
協
定
を
締
結
す
る
等
、
病
気

等
の
様
々
な
状
態
の
ペ
ッ
ト
を
安

心
し
て
避
難
さ
せ
ら
れ
る
環
境
や

フ
ー
ド
の
提
供
が
可
能
と
な
る
同

伴
避
難
場
所
の
確
保
を
。
②
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
の
保
護
・
譲
渡
活

動
へ
の
助
成
の
予
算
化
を
評
価
。

寄
附
金
等
の
活
用
を
含
め
、
持
続

可
能
な
事
業
と
な
る
よ
う
検
討
を
。

 

危
機
管
理  

①
同
伴
避
難
は
専
用

の
居
住
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
等
が
必

要
な
た
め
、
施
設
提
供
等
、
民
間

事
業
者
の
協
力
や
連
携
が
不
可
欠
。

他
自
治
体
を
参
考
に
、
区
獣
医
師

会
や
地
域
の
動
物
保
護
団
体
等
と

実
現
可
能
性
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

 

保
健
所  

②
登
録
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
に
犬
や
猫
の
保
護
を
依
頼
し
、

譲
渡
先
が
決
ま
る
ま
で
の
餌
代
等

の
経
費
を
助
成
す
る
等
、
継
続
的

な
活
動
と
な
る
よ
う
取
り
組
む
。

◆
子
育
て
支
援
に
つ
い
て

●問    

私
立
保
育
所
等
の
園
内
整
備

や
改
修
の
補
助
制
度
新
設
を
評
価
。

障
害
児
や
一
時
預
か
り
も
考
慮
し

た
定
員
設
定
の
見
直
し
等
、
時
流

に
合
っ
た
保
育
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
、

保
護
者
が
安
心
し
て
子
育
て
の
か

た
ち
が
選
択
で
き
る
よ
う
支
援
を
。  

教
育
長  

８
年
度
新
設
す
る
定
員

拡
大
に
向
け
た
補
助
は
、
１
・
２

歳
児
の
定
員
増
に
つ
な
が
る
保
育

環
境
整
備
と
あ
わ
せ
て
、
設
備
の

更
新
等
に
も
利
用
で
き
る
。
引
き

続
き
、
今
後
の
支
援
の
在
り
方
に

つ
い
て
検
討
す
る
。

◆
障
害
者
施
策
に
つ
い
て

●問    

三
原
台
二
丁
目
用
地
施
設
に
、

医
療
的
ケ
ア
が
必
要
な
障
害
者
の

生
活
の
場
と
な
る
療
養
介
護
の
機

能
が
加
わ
っ
た
こ
と
を
評
価
。
ど

の
よ
う
な
効
果
が
期
待
で
き
る
か
。

 

区
長  

特
別
区
の
取
組
と
し
て
は

初
と
な
る
、
24
時
間
医
療
・
介
護

が
提
供
さ
れ
る
生
活
の
場
を
整
備
。

障
害
者
福
祉
を
先
導
す
る
施
設
の

実
現
を
目
指
す
。

◆
リ
サ
イ
ク
ル
施
策
に
つ
い
て

●問    

家
庭
か
ら
出
る
剪
定
枝
の
堆

肥
化
や
資
源
化
の
検
討
を
。
区
ブ

ラ
ン
ド
事
業
と
し
て
「
地
消
地
糧
」

を
旗
印
に
商
品
化
し
、「
練
馬
の
大

地
」
等
と
イ
ベ
ン
ト
等
で
販
売
す

る
等
、
３
Ｒ
の
周
知
啓
発
を
。

 

環
境  

８
年
度
策
定
予
定
の
次
期

一
般
廃
棄
物
処
理
基
本
計
画
の
中

で
、
剪
定
枝
の
資
源
化
は
先
進
自

治
体
の
事
例
も
参
考
に
し
て
検
討
。

◆
健
康
施
策
に
つ
い
て

●問    

健
康
を
維
持
す
る
た
め
に
は
、

積
極
的
な
野
菜
の
摂
取
が
効
果
的
。

野
菜
摂
取
量
の
「
み
え
る
化
」
が

で
き
る
取
組
の
拡
充
を
。

 

副
区
長  

健
康
増
進
協
定
を
結
ぶ

事
業
者
の
協
力
を
得
て
、
保
健
相

談
所
の
生
活
習
慣
病
予
防
教
室
で
、

野
菜
推
定
摂
取
量
測
定
機
器
の
体

験
を
実
施
。
今
後
イ
ベ
ン
ト
等
で

活
用
し
、
周
知
啓
発
に
取
り
組
む
。

◆
区
長
の
基
本
姿
勢
に
つ
い
て

●問    

日
本
経
済
は
回
復
し
つ
つ
あ

る
と
さ
れ
る
が
、
多
く
の
区
民
が

実
感
で
き
て
い
な
い
。
区
長
は
ど

ん
な
未
来
を
描
き
、
ど
ん
な
覚
悟

で
区
政
を
進
め
る
の
か
を
聞
く
。

 

区
長  

未
来
を
切
り
開
く
、
住
民

全
体
の
利
益
を
実
現
す
る
政
策
の

展
開
こ
そ
が
自
治
体
の
役
割
。
後

世
の
歴
史
の
審
判
に
耐
え
ら
れ
る

政
策
を
実
現
す
る
。

◆
区
立
美
術
館
と
文
化
的
意
義
に

つ
い
て

●問    
①
美
術
館
改
築
計
画
は
建
築

費
の
高
騰
だ
け
で
賛
成
・
反
対
と

い
う
単
純
な
議
論
で
は
な
く
長
期

的
視
点
で
文
化
の
存
続
を
ど
う
支

え
る
の
か
考
え
る
べ
き
。
導
入
を

決
定
し
た
コ※
１

ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
期
待
す
る
効

果
は
。
建
築
費
高
騰
へ
の
柔
軟
な

対
応
策
に
つ
い
て
の
考
え
は
。
②

美
術
館
の
コ
ン
セ
プ
ト
や
必
要
性

を
ど
の
よ
う
に
説
明
、
発
信
し
て

い
く
の
か
。
所
見
は
。

 

地
域
文
化  

①
専
門
知
識
を
有
す

る
第
三
者
が
設
計
内
容
等
を
検
証

す
る
こ
と
で
コ
ス
ト
削
減
や
工
期

の
短
縮
、
品
質
の
確
保
が
期
待
で

き
る
。
結
果
を
踏
ま
え
、
円
滑
に

事
業
を
実
施
で
き
る
よ
う
取
り
組

む
。
②
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
を
活
用
し
施
設

の
魅
力
等
を
発
信
し
、
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
へ
の
期
待
感
を
醸
成
す
る
。

◆
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

●問    

ふ
る
さ
と
納
税
に
よ
る
税
収

流
出
が
区
民
生
活
に
直
結
す
る
施

策
の
財
源
を
圧
迫
。
持
続
可
能
な

財
源
確
保
が
急
務
。
返
礼
品
競
争

へ
の
参
入
の
検
討
を
。
考
え
は
。

 

副
区
長  

返
礼
品
競
争
に
く
み
す

る
こ
と
な
く
寄
附
の
充
実
に
向
け

た
取
組
を
進
め
て
い
る
。
ク
ラ
ウ

ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
も
活
用
。
今

後
と
も
練
馬
の
魅
力
や
区
の
施
策

の
意
義
を
区
内
外
に
広
く
発
信
す

る
観
点
で
寄
附
メ
ニ
ュ
ー
の
充
実

に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
都
と
力

を
合
わ
せ
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
の

廃
止
に
向
け
粘
り
強
く
取
り
組
む
。

◆
無
縁
遺
骨
に
つ
い
て

●問    

増
加
す
る
無
縁
遺
骨
対
応
の

現
状
は
。
区
は
こ
の
問
題
に
ど
う

向
き
合
い
、
取
り
組
む
の
か
。

 

福
祉  

昨
年
度
、
令
和
元
年
度
の

約
３
倍
と
な
る
66
名
の
火
葬
や
遺

留
金
品
の
保
管
等
を
実
施
。
今
後

も
区
が
対
応
す
る
ケ
ー
ス
は
増
加

見
込
み
。
今
後
、
国
が
対
応
策
を

検
討
。
区
は
動
向
を
注
視
す
る
。

◆
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
（
慢
性
閉
塞
性
肺
疾

患
）
に
つ
い
て

●問    

Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
は
日
本
の
死
亡
原

因
の
上
位
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
認
知
度
が
低
く
、
早
期
発
見
の

た
め
の
啓
発
が
必
要
。
検
診
の
機

会
を
生
か
し
た
情
報
提
供
の
強
化

に
つ
い
て
、
所
見
は
。

 

健
康  

禁
煙
支
援
の
取
組
と
あ
わ

せ
、
関
係
団
体
と
連
携
し
な
が
ら

予
防
に
つ
い
て
周
知
・
啓
発
。

◆
公
園
ト
イ
レ
に
つ
い
て

●問    

①
誰
も
が
使
う
公
共
の
設
備

で
あ
り
清
潔
で
あ
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
る
。
週
３
回
の
清
掃
で
十
分

な
の
か
。
頻
度
の
拡
充
を
。
②
災

害
時
の
役
割
を
踏
ま
え
、
循
環
式

ト
イ
レ
の
導
入
を
。
考
え
は
。

 

土
木  

①
計
画
的
に
改
修
・
修
繕

を
進
め
る
。
公
園
の
規
模
や
特
性
、

利
用
頻
度
等
個
々
の
状
況
に
応
じ

た
清
掃
頻
度
と
す
る
。
②
他
自
治

体
の
運
用
実
績
等
を
踏
ま
え
研
究
。

◆
区
長
の
基
本
姿
勢
に
つ
い
て

●問    

区
内
外
を
取
り
巻
く
情
勢
は

大
変
厳
し
く
課
題
が
山
積
し
て
い

る
が
、
今
後
ど
の
よ
う
に
か
じ
取

り
を
さ
れ
る
の
か
。
決
意
を
聞
く
。

 

区
長  
時
代
の
変
化
に
伴
う
新
た

な
社
会
の
要
請
に
的
確
に
応
え
る

と
と
も
に
、
区
民
生
活
を
よ
り
豊

か
に
す
る
施
策
に
力
を
入
れ
る
。

◆
区
財
政
に
つ
い
て

●問    

①「
令
和
７
年
度
当
初
予
算
」

及
び
、
こ
れ
と
一
体
的
に
編
成
し

た「
令
和
６
年
度
２
月
補
正
予
算
」

に
つ
い
て
、
区
長
が
ど
の
よ
う
な

考
え
で
編
成
に
臨
ま
れ
た
の
か
聞

く
。②「
令
和
７
年
度
都
区
財
政
調

整
協
議
」
の
今
回
の
協
議
結
果
に

対
す
る
区
と
し
て
の
受
け
止
め
は
。

 

区
長  

①
区
民
生
活
を
支
え
る
上

で
必
要
な
施
策
を
実
行
。 

副
区
長  

②
区
長
会
と
し
て
都
区
の
連
携
を

発
展
さ
せ
て
い
く
観
点
で
真

に

議
論
に
臨
ん
で
き
た
成
果
と
認
識
。

◆
美
術
館
再
整
備
に
つ
い
て

●問    

①
区
長
の
美
術
館
再
整
備
へ

の
考
え
や
思
い
を
聞
く
。
②
「
コ※
１

ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
」
の
実
施
に
は
、
ど
の
よ
う

な
効
果
が
期
待
で
き
る
の
か
。
③

物
価
高
騰
の
影
響
を
受
け
、
建
築

費
の
増
額
を
危
惧
し
て
い
る
。
そ

の
額
に
つ
い
て
は
青
天
井
で
は
困

る
。
区
民
の
理
解
が
得
ら
れ
る
よ

う
、
最
大
限
の
努
力
を
。

 

区
長  

①
国
宝
か
ら
区
民
の
皆
様

の
作
品
ま
で
幅
広
く
鑑
賞
で
き
る

環
境
を
整
備
。誰
も
が
楽
し
み
、学

び
、語
る
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
創

出
す
る
場
と
し
、
地
域
文
化
の
核

を
目
指
す
。 

地
域
文
化  

②
コ
ス

ト
削
減
や
工
期
短
縮
、
品
質
確
保

等
。
③
工
事
費
の
適
正
化
を
図
り

円
滑
な
事
業
の
実
施
に
取
り
組
む
。

◆
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
つ
い
て

●問    

総
合
体
育
館
の
改
築
に
向
け

た
調
査
の
実
施
に
つ
い
て
、
狙
い

と
内
容
は
。
ま
た
、
改
築
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
と
、
区
の
意
気
込
み
は
。

 

地
域
文
化  

７
年
度
他
自
治
体
先

進
事
例
等
を
調
査
し
８
年
度
の
基

礎
調
査
に
活
用
。
そ
の
後
検
討
組

織
設
置
し
事
業
方
式
等
検
討
。
新

し
い
体
育
館
の
実
現
に
取
り
組
む
。

◆
光
が
丘
医
療
福
祉
プ
ラ
ザ
に
つ

い
て●問    

地
域
と
の
連
携
を
図
る
こ
と

を
要
望
す
る
が
、
地
域
に
と
っ
て

ど
の
よ
う
な
役
割
を
担
う
の
か
。

 
地
域
医
療  

医
師
会
、
医
療
機
関

や
介
護
事
業
所
と
連
携
し
、
入
院

か
ら
在
宅
生
活
ま
で
切
れ
目
の
な

い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
、
地
域
包
括

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
一
翼
を
担
う
。

◆
清
掃
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
に
つ
い
て

●問    

家
庭
ご
み
の
有
料
化
に
つ
い

て
、
区
の
所
見
は
。

 

環
境  

23
区
全
体
で
取
り
組
む
施

策
の
一
つ
。
ご
み
の
減
量
に
一
定

の
効
果
が
あ
る
が
、
区
民
の
負
担

を
伴
う
た
め
丁
寧
な
検
討
が
必
要
。

先
頭
に
立
っ
て
議
論
を
リ
ー
ド
し

て
合
意
形
成
を
図
っ
て
い
く
考
え
。

◆
公
園
整
備
及
び
緑
道
の
再
整
備

に
つ
い
て

●問    

①
（
仮
称
）
田
柄
二
丁
目
公

園
予
定
地
の
整
備
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

は
。
幅
広
い
観
点
で
の
整
備
方
針
、

計
画
を
。
②
田
柄
川
緑
道
再
整
備

の
区
の
新
た
な
考
え
や
計
画
は
。

 

土
木  

①
７
年
度
か
ら
設
計
に
着

手
。
地
域
の
皆
様
と
の
検
討
の
場

を
設
け
、
進
め
る
。
②
広
く
地
域

の
皆
様
の
意
見
を
聞
き
進
め
る
。

一般質問は、２月７日・10日・12日の３日間、12人の議員が行いました。ここでは質問と回答の要旨を掲載しています。
全文は、定例会閉会後、おおむね２か月後に発行予定の会議録をご覧ください。会議録は、区立図書館、区民情報ひろば（区役所西庁舎10階）、区議会ホームページで閲覧できます。

※2
東
京
と
ど
ま
る
マ
ン
シ
ョ
ン
普
及
促
進
事
業
…
東
京
と
ど
ま
る
マ
ン
シ
ョ
ン
と
し
て
登
録
し
て
い
る
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
の
管
理
組
合
や
賃
貸
マ
ン
シ
ョ
ン
の
所
有
者
等
が
、防
災
備
蓄
資
器
材
を
購

入
す
る
費
用
を
補
助
す
る
都
の
制
度　
※3
り
ん
ご
の
棚
…
特
別
な
配
慮
を
必
要
と
す
る
子
ど
も
も
利
用
し
や
す
い
本
の
コ
ー
ナ
ー

※1
コ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
…
発
注
者
側
に
立
っ
て
、
設
計
や
工
事
発
注
方
式
、
工
期
、
品
質
管
理
、
コ
ス
ト
管
理
等
の
各
種
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
業
務
を
行
う
。

https://smart.discussvision.net/smart/tenant/nerima/WebView/rd/speech.html?council_id=87&schedule_id=2&playlist_id=1&speaker_id=7&target_year=2025
https://smart.discussvision.net/smart/tenant/nerima/WebView/rd/speech.html?council_id=87&schedule_id=2&playlist_id=2&speaker_id=86&target_year=2025
https://smart.discussvision.net/smart/tenant/nerima/WebView/rd/speech.html?council_id=87&schedule_id=2&playlist_id=3&speaker_id=47&target_year=2025
https://smart.discussvision.net/smart/tenant/nerima/WebView/rd/speech.html?council_id=87&schedule_id=2&playlist_id=4&speaker_id=93&target_year=2025
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一
般
質
問
（
要
旨
）

一
般
質
問
（
要
旨
）

大
二
中
を
分
断
す
る
道
路
と

大
二
中
を
分
断
す
る
道
路
と

学
校
統
廃
合
は
や
め
よ

学
校
統
廃
合
は
や
め
よ

日
本
共
産
党
練
馬
区
議
団 

や
く
し

　
辰
哉

誰
も
が
安
心
安
全
に
暮
ら
せ
て
、

誰
も
が
安
心
安
全
に
暮
ら
せ
て
、

楽
し
め
る
ま
ち
へ

楽
し
め
る
ま
ち
へ

練
馬
区
議
会
自
由
民
主
党 

浜
田

　
ゆ
き
ひ
ろ

ス
ト
ッ
プ
！

ス
ト
ッ
プ
！

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
！

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
！

 

倉
田

　
れ
い
か

阪
神・淡
路
大
震
災
か
ら

阪
神・淡
路
大
震
災
か
ら
3030
年

　
年

　

命
を
守
る
備
え
を

命
を
守
る
備
え
を

練
馬
区
議
会
立
憲
民
主
党 

た
か
は
し

　
純

練
馬
区
議
会
未
来
会
議
・

　
　
　
　
　

都
民
フ
ァ
ー
ス
ト
の
会
・
国
民
民
主
党

◆
国
際
・
都
市
交
流
に
つ
い
て

●問    

①
区
の
国
際
交
流
の
在
り
方
、

姿
勢
は
。
②
友
好
都
市
提
携
の
新

規
拡
大
を
。
③
友
好
都
市
と
定
期

的
か
つ
議
員
等
幅
広
い
人
材
に
よ

る
交
流
を
。
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
芸

術
を
通
じ
た
交
流
、
リ
モ
ー
ト
で

の
交
流
等
の
増
加
を
。

 

区
長  

①
②
国
を
超
え
た
相
互
理

解
の
た
め
に
は
「
市
民
同
士
の
草

の
根
の
交
流
」
が
何
よ
り
も
大
切
。

引
き
続
き
、
実
現
に
向
け
力
を
尽

く
す
。 

総
務  

③
様
々
な
人
材
が

友
好
都
市
と
交
流
を
深
め
る
こ
と

は
大
変
有
意
義
。
引
き
続
き
工
夫
。

◆
美
術
館
再
整
備
と
中
村
橋
周
辺

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

●問    

①
新
美
術
館
は
建
物
の
特
徴

を
生
か
し
た
取
組
、
美
術
品
購
入

や
貸
借
で
こ
れ
ま
で
に
な
い
企
画

展
の
開
催
等
を
。
②
駅
周
辺
の
空

き
店
舗
に「
美
術
の
ま
ち
」ら
し
い

店
等
を
誘
致
し
ア
ー
ト
な
空
間
に

改
修
、
ま
ち
を
舞
台
と
し
た
イ
ベ

ン
ト
開
催
等
で
回
遊
性
づ
く
り
を
。

 

地
域
文
化  

①
再
整
備
後
は
展
示

環
境
が
整
う
こ
と
か
ら
一
層
多
彩

な
企
画
を
展
開
。
②
美
術
館
、
駅
、

駅
前
広
場
、商
店
街
を
つ
な
ぐ「
ア

ー
ト
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・

コ
リ
ド
ー
」
整
備
等
を
検
討
す
る
。

◆
が
ん
に
関
す
る
支
援
と
予
防
に

つ
い
て

●問    

①
が
ん
に
注
力
す
る
病
院
等

の
情
報
提
供
と
広
報
の
充
実
、
相

談
体
制
を
つ
く
り
、
早
期
に
治
療

等
に
つ
な
げ
る
取
組
を
。
②
グ
リ

ー
フ
ケ
ア
等
に
幅
広
く
対
応
で
き

る
区
の
相
談
機
会
拡
充
を
。
③
定

期
的
な
検
診
の
ほ
か
予
防
促
進
を
。  

副
区
長  

①
「
が
ん
サ
ポ
ー
ト
ブ

ッ
ク
」を
作
成
し
、保
健
相
談
所
等

で
配
布
。
順
天
堂
練
馬
病
院
等
の

が
ん
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
の
ほ
か
、

就
労
や
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
の
窓
口

を
案
内
。
②
保
健
相
談
所
等
で
相

談
を
実
施
し
て
い
る
。
③
効
果
的

な
受
診
勧
奨
を
行
う
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等

で
健
康
情
報
を
発
信
し
、
支
援
。

◆
介
護
人
材
対
策
に
つ
い
て

●問    

①
区
報
等
で
介
護
職
の
魅
力

発
信
を
。
②
介
護
事
業
所
と
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
マ
ッ
チ
ン
グ
サ
イ
ト

の
周
知
を
。
③
区
内
外
の
大
学
や

企
業
と
の
連
携
協
定
の
推
進
を
。

 

高
齢
施
策  

①
区
介
護
サ
ー
ビ
ス

事
業
者
連
絡
協
議
会
と
連
携
し
、

広
報
の
取
組
を
充
実
。
②
国
が
来

年
度
か
ら
行
う
モ
デ
ル
事
業
の
動

向
を
注
視
。
③
今
後
も
検
討
。

◆
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
に
つ
い
て

●問    

①
こ
ど
も
誰
で
も
通
園
事
業

の
実
施
を
前
提
に
保
育
人
材
確
保

へ
の
支
援
強
化
を
。②
子
ど
も･

ベ

ビ
ー
用
品
を
無
料
で
回
収
、
配
布

す
る
区
主
催
の
リ
ユ
ー
ス
事
業
を
。

 

教
育
長  

①
現
状
の
職
員
体
制
、

既
存
の
枠
組
み
で
実
施
で
き
る
よ

う
検
討
。
②
物
品
の
譲
り
合
い
事

業
実
施
施
設
を
拡
大
し
、
周
知
。

◆
区
立
小
中
学
校
に
お
け
る
防
災

対
策
に
つ
い
て

●問    

①
防
災
技
術
を
教
職
員
も
学

ぶ
機
会
の
増
を
。
②
防
災
ヘ
ル
メ

ッ
ト
配
布
の
検
討
状
況
や
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
は
。
中
学
生
に
も
配
布
を
。

 

教
育
長  

①
避
難
拠
点
の
運
営
に

携
わ
り
知
識
・
経
験
を
積
ん
で
い

る
。
②
低
学
年
児
童
等
に
は
扱
い

づ
ら
い
等
の
課
題
検
証
の
た
め
小

学
校
に
配
備
し
、教
員･

児
童
の
意

見
を
把
握･

検
討
。中
学
生
は
考
え

て
い
な
い
が
他
区
の
状
況
等
注
視
。

◆
区
長
の
基
本
姿
勢
に
つ
い
て

●問    

①
７
年
度
予
算
編
成
の
所
見

は
。
②
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
に
よ

る
７
年
度
減
収
の
見
込
み
は
58
億

円
。
国
に
対
し
引
き
続
き
改
善
要

望
を
。
③
７
年
度
予
算
案
で
は
教

育
・
子
ど
も
家
庭
・
福
祉
医
療
分

野
で
約
７
割
を
占
め
る
。
区
が
担

う
べ
き
子
育
て
・
教
育
施
策
は
。

 

区
長  

①
区
民
の
命
と
健
康
を
守

る
事
業
の
推
進
を
最
優
先
と
し
、

区
民
生
活
を
支
え
る
上
で
必
要
な

施
策
を
確
実
に
実
行
。 

副
区
長  

②
粘
り
強
く
取
り
組
む
。 

教
育
長  

③
妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期
ま
で
切

れ
目
な
く
、
子
ど
も
と
保
護
者
一

人
一
人
に
寄
り
添
っ
た
き
め
細
か

な
支
援
に
取
り
組
む
こ
と
が
重
要
。

◆
文
化
、
芸
術
施
策
に
つ
い
て

●問    

①
区
が
行
う
文
化
芸
術
振
興

の
意
義
と
姿
勢
の
所
見
は
。
②
美

術
館
・
図
書
館
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

さ
れ
る
。
文
化
芸
術
振
興
が
区
民

の
真
の
財
産
と
な
る
よ
う
、
施
策

の
充
実
と
機
運
醸
成
を
。
③
施
策

に
つ
い
て
広
く
知
っ
て
も
ら
え
る

よ
う
、
区
の
ゆ
か
り
の
芸
術
家
と

も
取
組
を
。
④
区
民
が
気
軽
に
文

化
芸
術
を
披
露
で
き
る
場
を
。

 

区
長  

①
人
は
文
化
芸
術
な
く
生

き
て
は
い
け
な
い
。
誰
も
が
自
由

に
優
れ
た
文
化
芸
術
を
楽
し
め
る

ま
ち
を
創
る
。 

地
域
文
化  

②
③

④
区
民
文
化
祭
等
で
機
会
を
提
供
。

今
後
も
多
様
な
事
業
を
展
開
し
文

化
芸
術
に
触
れ
る
機
会
を
増
や
す
。

区
ゆ
か
り
の
方
々
と
連
携
し
施
策

の
訴
求
力
あ
る
発
信
に
取
り
組
む
。

◆
保
育
施
策
に
つ
い
て

●問    

①
こ
ど
も
誰
で
も
通
園
事
業

の
試
行
実
施
は
定
員
に
空
き
の
あ

る
施
設
が
必
要
。
受
入
れ
は
可
能

か
。
利
用
時
間
や
人
材
確
保
、
財

政
面
等
課
題
が
あ
る
。
ど
う
進
め

る
か
。
②
今
後
の
保
育
需
要
の
見

込
み
と
新
設
園
整
備
の
考
え
は
。
 

教
育
長  

①
私
立
保
育
所
の
一
時

預
か
り
事
業
の
定
員
枠
転
換
や
私

立
幼
稚
園
の
未
就
園
児
保
育
等
を

活
用
し
、
受
け
入
れ
る
予
定
。
都

補
助
の
活
用
含
め
利
用
し
や
す
い

制
度
を
検
討
し
、
実
施
。
②
０
歳

児
が
減
少
し
１
・
２
歳
児
が
増
加
。

既
存
の
保
育
施
設
の
活
用
を
基
本

に
、
柔
軟
な
定
員
確
保
を
進
め
る
。

◆
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
に
つ

い
て●問    

①
小
学
校
の
開
門
時
間
前
に

登
校
す
る
児
童
の
状
況
は
。
②
保

護
者
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
す
る
た
め

の
調
査
の
実
施
を
。
子
ど
も
の
朝

の
居
場
所
確
保
の
た
め
に
学
校
施

設
を
活
用
し
た
取
組
を
。

 
教
育
長  

①
多
く
の
学
校
が
時
間

前
に
開
門
し
、
一
定
数
の
児
童
を

迎
え
入
れ
て
い
る
。
②
現
在
国
が

全
国
調
査
を
実
施
。
区
教
育
委
員

会
は
各
学
校
の
実
態
把
握
に
努
め
、

調
査
結
果
等
を
踏
ま
え
検
討
す
る
。

◆
練
馬
城
址
公
園
の
整
備
計
画
に

つ
い
て

●問    

①
公
園
南
側
エ
リ
ア
と
接
す

る
西
側
道
路
の
拡
幅
は
都
と
ど
の

よ
う
な
協
議
を
し
、
課
題
解
決
に

取
り
組
む
か
。
②
区
長
と
都
知
事

と
の
意
見
交
換
で
協
議
さ
れ
た
公

園
内
の
備
蓄
倉
庫
設
置
に
つ
い
て
、

協
議
の
内
容
と
今
後
の
取
組
は
。

 

土
木  

①
公
園
整
備
に
合
わ
せ
て

拡
幅
整
備
を
行
う
よ
う
、
精
力
的

に
協
議
す
る
。 

危
機
管
理  

②
区

長
が
設
置
へ
の
推
進
を
要
請
し
、

都
も
協
議
の
意
向
。

◆
防
災
・
減
災
対
策
に
つ
い
て

●問    

①
区
民
の
耐
震
化
へ
の
関
心

を
い
か
に
成
果
に
つ
な
げ
て
い
く

か
が
今
後
の
課
題
。
費
用
負
担
の

軽
減
が
肝
要
と
考
え
る
が
所
見
は
。

②
緊
急
輸
送
道
路
沿
道
建
築
物
の

耐
震
化
の
進
め
方
は
。
③
避
難
行

動
要
支
援
者
の
み
世
帯
が
対
象
の

家
具
転
倒
防
止
器
具
等
設
置
支
援

事
業
の
実
施
状
況
は
。
④
在
宅
避

難
実
現
の
た
め
室
内
安
全
対
策
へ

の
意
識
向
上
の
取
組
を
。
⑤
ス
マ

ー
ト
メ
ー
タ
ー
へ
の
感
震
機
能
の

付
与
に
つ
い
て
所
見
は
。
⑥
避
難

行
動
要
支
援
者
等
へ
の
感
震
ブ
レ

ー
カ
ー
導
入
事
業
の
実
績
は
。
さ

ら
な
る
普
及
を
。
⑦
エ
ア
ー
ベ
ッ

ド
等
の
備
蓄
拡
充
を
。
⑧
避
難
拠

点
で
の
宿
泊
訓
練
実
施
の
働
き
か

け
を
。
⑨
マ
ン
シ
ョ
ン
の
在
宅
避

難
促
進
に
は
建
物
全
体
で
の
対
策

が
必
要
。
所
有
者
の
協
力
が
必
要

な
賃
貸
住
宅
に
対
し
て
は
、
区
が

作
成
中
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
等
で
働
き

か
け
よ
。
⑩
安
否
確
認
方
法
や
一

時
滞
在
施
設
を
周
知
し
、
発
災
後

72
時
間
は
帰
宅
し
な
い
等
啓
発
を
。

 

副
区
長  

①
助
成
等
に
よ
る
費
用

負
担
軽
減
、
耐
震
の
必
要
性
等
の

理
解
が
重
要
。
耐
震
セ
ミ
ナ
ー
等

で
啓
発
。
②
７
年
度
に
助
成
を
拡

充
。 

危
機
管
理  

③
６
年
度
は
想

定
を
上
回
る
申
込
み
が
あ
っ
た
。

④
区
報
等
で
周
知
、
訓
練
等
で
必

要
性
を
啓
発
等
。
⑤
現
在
、
感
震

機
能
を
備
え
た
も
の
は
な
い
。
⑥

無
償
貸
与
に
目
標
の
２
倍
の
申
請
。

引
き
続
き
、
設
置
の
促
進
に
取
り

組
む
。
⑦
７
年
度
か
ら
エ
ア
ー
ベ

ッ
ド
の
備
蓄
を
開
始
。
⑧
交
流
会

等
で
取
組
事
例
を
紹
介
し
て
い
く
。

⑨
全
面
改
訂
す
る
中
高
層
住
宅
の

防
災
対
策
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
活
用

し
、所
有
者
等
に
周
知
。⑩
昨
年
、

施
設
周
辺
の
駅
で
一
斉
帰
宅
の
抑

制
を
呼
び
か
け
る
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

を
配
布
。
７
年
度
改
訂
す
る
防
災

の
手
引
で
区
民
に
周
知
啓
発
す
る
。

◆
子
育
て
支
援
に
つ
い
て

●問    

ひ
ろ
ば
事
業
で
は
長
期
休
暇

中
の
昼
食
配
食
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

と
、
勉
強
集
中
タ
イ
ム
の
実
施
を
。

 

こ
ど
も  

初
年
度
の
学
童
ク
ラ
ブ

で
の
実
施
状
況
を
見
極
め
、
検
討
。

子
ど
も
た
ち
が
希
望
す
る
過
ご
し

方
が
で
き
る
よ
う
、
努
め
る
。

◆
学
校
の
教
育
環
境
に
つ
い
て

●問    

全
小
学
校
で
放
課
後
図
書
室

開
放
事
業
の
実
施
を
。

 

教
育
長  

地
域
の
実
情
で
対
応
は

異
な
る
。
一
律
の
拡
充
は
困
難
。

◆
区
内
経
済
に
つ
い
て

●問    

①
商
店
街
空
き
店
舗
解
消
へ

さ
ら
な
る
対
応
を
。
②
武
蔵
関
公

園
周
辺
の
商
店
会
等
と
様
々
な
団

体
が
一
体
で
イ
ベ
ン
ト
に
取
り
組

み
、
さ
ら
な
る
地
域
の
活
性
化
を
。

 

産
業
経
済  

①
引
き
続
き
、
店
舗

改
修
等
の
補
助
、
経
営
サ
ポ
ー
ト

等
支
援
。
②
６
年
度
に
企
業
等
と

の
連
携
イ
ベ
ン
ト
等
も
対
象
に
補

助
す
る
「
輪
に
な
る
お
店
Ｔ
Ｒ
Ｙ

サ
ポ
ー
ト
事
業
」
を
開
始
し
た
。

引
き
続
き
、
支
援
す
る
。

◆
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

●問    

①
埼
玉
県
八
潮
市
の
道
路
陥

没
事
故
後
の
区
の
緊
急
対
応
状
況

は
。
②
こ
れ
ま
で
の
都
市
イ
ン
フ

ラ
維
持
管
理
の
取
組
は
。

 

土
木  

①
緊
急
輸
送
道
路
指
定
区

道
に
つ
い
て
点
検
を
実
施
。
異
常

は
な
い
。
②
異
常
の
早
期
発
見
に

努
め
、
速
や
か
に
対
応
し
て
い
る
。

◆
政
治
と
カ
ネ
の
問
題
に
つ
い
て

●問    

①
都
議
会
自
民
党
で
も
裏
金

が
明
ら
か
に
。
裏
金
は
不
正
。
犯

罪
行
為
と
の
認
識
は
。
②
企
業
献

金
は
政
策
を
ゆ
が
め
る
。
認
識
は
。

 

総
務  
①
②
法
に
反
す
る
行
為
が

あ
る
よ
う
な
場
合
は
問
題
が
あ
る

と
認
識
。
政
治
資
金
規
正
法
の
在

り
方
に
つ
い
て
は
国
会
で
議
論
。

◆
核
兵
器
の
禁
止
・
廃
絶
に
つ
い
て

●問    

①
政
府
へ
核
兵
器
禁
止
条
約

へ
の
参
加
を
求
め
よ
。
②
核
兵
器

廃
絶
へ
の
取
組
を
強
化
せ
よ
。

 

総
務  

①
意
見
す
る
立
場
に
な
い
。

②
引
き
続
き
平
和
に
向
け
て
努
力
。

◆
困
難
を
抱
え
る
中
高
年
の
単
身

女
性
へ
の
支
援
に
つ
い
て

●問    

①
会
計
年
度
任
用
職
員
は
大

半
を
女
性
が
占
め
る
。
継
続
的
に

必
要
な
仕
事
を
す
る
職
員
は
正
規

雇
用
せ
よ
。
②
男
女
共
同
参
画
セ

ン
タ
ー
の
相
談
窓
口
の
周
知
を
。

③
相
談
員
を
正
規
雇
用
し
育
成
を
。

 

総
務  

①
会
計
年
度
任
用
職
員
は

常
時
勤
務
を
要
し
な
い
等
常
勤
職

員
と
異
な
る
観
点
で
設
置
。
②
さ

ら
な
る
周
知
に
努
め
る
。
③
業
務

内
容
等
が
常
勤
職
員
と
異
な
る
。

研
修
等
に
参
加
し
支
援
力
向
上
。

◆
物
価
高
対
策
と
区
内
事
業
者
支

援
に
つ
い
て

●問    

①
事
業
者
へ
の
支
援
を
継
続

し
、
業
種
の
拡
充
を
。
②
区
独
自

に
賃
上
げ
支
援
を
行
え
。
③
人
材

確
保
の
支
援
や
区
内
事
業
者
の
魅

力
発
信
を
強
化
せ
よ
。
④
介
護
報

酬
引
き
下
げ
分
を
補
填
せ
よ
。

 

区
長  

①
都
補
正
予
算
で
計
上
さ

れ
た
中
小
事
業
等
支
援
経
費
に
区

独
自
対
応
を
加
え
、
光
熱
費
等
補

助
の
延
長
を
検
討
。 

産
業
経
済  

②
考
え
は
な
い
。
③
合
同
企
業
説

明
会
出
展
事
業
者
の
情
報
を
発
信

等
。 

高
齢
施
策  

④
考
え
は
な
い
。

◆
高
齢
者
の
移
動
の
自
由
に
つ
い
て

●問    

シ
ル
バ
ー
パ
ス
の
拡
充
・
改

善
を
都
に
求
め
よ
。

 

高
齢
施
策  

考
え
は
な
い
。

◆
大
泉
第
二
中
学
校
と
道
路
計
画

に
つ
い
て

●問    

①
学
校
が
道
路
で
分
断
さ
れ

れ
ば
教
育
環
境
が
後
退
す
る
の
で

は
な
い
か
。
認
識
は
。
②
学
芸
大

通
り
こ
そ
早
期
整
備
を
。
③
都
市

計
画
道
路
あ
り
き
で
は
な
く
、
地

域
住
民
等
と
対
話
し
、
理
解
が
得

ら
れ
る
よ
う
方
針
を
練
り
直
せ
。

 

教
育
振
興  

①
有
識
者
委
員
会
か

ら
方
針
素
案
に
望
ま
し
い
教
育
施

設
機
能
の
保
全
と
道
路
整
備
を
両

立
さ
せ
る
方
策
が
示
さ
れ
て
い
る

と
意
見
を
も
ら
っ
て
い
る
。 

土
木  

②
地
域
の
交
通
の
課
題
を
抜
本
的

解
決
す
る
に
は
都
市
計
画
道
路
の

整
備
が
必
要
不
可
欠
。
③
説
明
会

等
を
実
施
。
意
見
等
を
踏
ま
え
年

度
内
の
方
針
策
定
を
目
指
す
。

◆
区
立
学
校
適
正
配
置
に
つ
い
て

●問    

①
光
が
丘
第
八
小
と
豊
渓
中

は
直
ち
に
統
廃
合
す
る
必
要
は
な

い
の
で
は
。
②
小
規
模
校
の
メ
リ

ッ
ト
を
評
価
せ
よ
。
③
改
築
校
を

減
ら
す
の
が
狙
い
で
は
。
④
保
護

者
・
地
域
の
合
意
が
な
け
れ
ば
進

め
る
べ
き
で
は
な
い
。
所
見
は
。

 

教
育
長  

①
20
年
後
も
過
小
規
模

が
見
込
ま
れ
る
、
改
築
の
時
期
等

に
鑑
み
選
定
し
た
。
②
メ
リ
ッ
ト

は
認
識
。
③
学
校
教
育
の
充
実
を

図
り
、
児
童
・
生
徒
に
良
好
な
教

育
環
境
を
提
供
す
る
た
め
の
計
画

を
取
り
ま
と
め
た
。
④
理
解
を
得

ら
れ
る
よ
う
、
丁
寧
に
進
め
る
。

回答者の略称　 企画：企画部長　危機管理：危機管理室長　総務：総務部長　人事戦略：人事戦略担当部長　産業経済：産業経済部長　地域文化：地域文化部長　福祉：福祉部長　 
高齢施策：高齢施策担当部長　健康：健康部長　保健所：練馬区保健所長　地域医療：地域医療担当部長　環境：環境部長　都市整備：都市整備部長　土木：土木部長　 
教育振興：教育振興部長　こども：こども家庭部長　

https://smart.discussvision.net/smart/tenant/nerima/WebView/rd/speech.html?council_id=87&schedule_id=3&playlist_id=1&speaker_id=45&target_year=2025
https://smart.discussvision.net/smart/tenant/nerima/WebView/rd/speech.html?council_id=87&schedule_id=3&playlist_id=2&speaker_id=19&target_year=2025
https://smart.discussvision.net/smart/tenant/nerima/WebView/rd/speech.html?council_id=87&schedule_id=3&playlist_id=3&speaker_id=105&target_year=2025
https://smart.discussvision.net/smart/tenant/nerima/WebView/rd/speech.html?council_id=87&schedule_id=3&playlist_id=4&speaker_id=102&target_year=2025
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一
般
質
問
（
要
旨
）

一
般
質
問
（
要
旨
）

二次元コードから、各質問者の録画映像
（区議会ホームページ）をご覧になれます。

学
校
統
廃
合
は
子
ど
も
に

学
校
統
廃
合
は
子
ど
も
に

深
刻
な
影
響
。見
直
し
を

深
刻
な
影
響
。見
直
し
を

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
な
練
馬
を
め
ざ
す
会 

高
口

　
よ
う
こ

子
ど
も・若
者
を
大
切
に
し

子
ど
も・若
者
を
大
切
に
し

希
望
が
持
て
る
練
馬
に

希
望
が
持
て
る
練
馬
に

生
活
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク 

や
な
い

　
克
子

あ
な
た
の「
声
」届
い
て
ま
す
か
！

あ
な
た
の「
声
」届
い
て
ま
す
か
！

練
馬
区
議
会
日
本
維
新
の
会 

山
田

　
か
ず
よ
し

や
る
こ
と
あ
る
で
し
ょ
？

や
る
こ
と
あ
る
で
し
ょ
？

議
員
報
酬
の
増
額
前
に

議
員
報
酬
の
増
額
前
に

練
馬
区
議
会
み
ど
り
の
風 

し
も
だ

　
玲

◆
区
長
の
基
本
姿
勢
に
つ
い
て

●問    

コ※
１

ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
・
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
に
よ
る
美
術
館
再
整

備
費
用
や
工
期
の
検
証
結
果
に
よ

っ
て
は
建
て
替
え
時
期
、
デ
ザ
イ

ン
等
の
再
検
討
が
必
要
で
は
。

 

区
長  

建
築
工
事
費
や
工
期
等
の

妥
当
性
を
検
証
し
、
そ
の
結
果
を

踏
ま
え
、
取
り
組
む
考
え
。

◆
協
同
労
働
に
つ
い
て

●問    

起
業
・
創
業
の
一
つ
の
方
策

と
し
て
積
極
的
に
周
知
す
べ
き
。

 

産
業
経
済  

練
馬
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ

ー
ト
セ
ン
タ
ー
で
国
の
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
を
配
架
し
て
い
る
。
起
業
・

創
業
相
談
を
引
き
続
き
行
う
。

◆
生
活
困
窮
者
支
援
に
つ
い
て

●問    

区
は
、
年
末
年
始
の
９
連
休

前
に
早
め
に
福
祉
事
務
所
に
相
談

す
る
よ
う
発
信
。
相
談
状
況
は
。

 

福
祉  

昨
年
12
月
の
相
談
件
数
は

１
１
５
８
件
。
呼
び
か
け
実
施
前

の
４
年
12
月
と
比
較
し
約
５
％
増
。

◆
化
学
物
質
過
敏
症
周
知
に
つ
い
て

●問    

啓
発
ポ
ス
タ
ー
や
リ
ー
フ
レ

ッ
ト
を
活
用
し
、
全
区
立
施
設
で

周
知
す
べ
き
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
も
活
用
を
。

 

保
健
所  

引
き
続
き
、
可
能
な
範

囲
で
区
立
施
設
で
ポ
ス
タ
ー
等
で

周
知
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
活
用
も
検
討
。

◆
介
護
事
業
者
支
援
に
つ
い
て

●問    

事
業
者
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
し

て
さ
ら
な
る
対
策
を
講
じ
る
べ
き
。

 

高
齢
施
策  

引
き
続
き
、
事
業
者

の
ニ
ー
ズ
を
聞
き
な
が
ら
人
材
の

確
保
・
育
成
を
支
援
す
る
。

◆
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
資
源
化
に
つ
い
て

●問    

①
一
括
回
収
に
向
け
た
周
知

方
法
の
検
討
は
。
②
海
洋
ご
み
を

増
や
さ
な
い
た
め
徹
底
し
た
資
源

化
と
消
費
者
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製

品
を
買
わ
な
い
、
使
わ
な
い
選
択

が
重
要
。
積
極
的
に
ア
ピ
ー
ル
を
。

 

環
境  

①
ア
プ
リ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
の

デ
ジ
タ
ル
や
冊
子
・
区
報
等
の
紙

媒
体
、
住
民
説
明
会
等
の
対
面
で

周
知
。
②
具
体
的
な
行
動
に
つ
な

が
る
啓
発
を
実
施
し
て
い
る
。

◆
学
校
の
あ
り
方
に
つ
い
て

●問    

不
登
校
児
童
生
徒
は
依
然
増

加
。
多
様
な
学
び
が
必
要
な
子
ど

も
た
ち
が
た
く
さ
ん
い
る
。
学
校

の
在
り
方
を
考
え
直
す
べ
き
。

 

教
育
振
興  

誰
一
人
取
り
残
す
こ

と
な
く
、
一
人
一
人
の
状
況
に
応

じ
た
支
援
の
実
施
を
目
指
し
取
り

組
み
、
多
様
な
学
び
の
場
の
確
保

に
努
め
て
き
た
。
７
年
度
は
さ
ら

な
る
充
実
を
図
る
。

◆
区
立
学
校
の
適
正
配
置
に
つ
い
て

●問    

適
正
配
置
は
子
ど
も
が
「
行

き
た
い
」
と
思
え
る
学
校
を
作
る

視
点
で
、
子
ど
も
と
学
校
・
地
域

で
考
え
る
機
会
に
。
考
え
は
。

 

教
育
長  

学
校
教
育
の
充
実
を
図

り
、
児
童
生
徒
に
良
好
な
教
育
環

境
を
提
供
す
る
た
め
、
区
立
学
校

適
正
配
置
第
二
次
実
施
計
画
素
案

を
と
り
ま
と
め
、
意
見
を
募
集
し

た
。
子
ど
も
の
意
見
に
は
一
つ
一

つ
区
の
考
え
を
答
え
て
い
く
。

◆
大
二
中
と
道
路
計
画
に
つ
い
て

●問    

大
泉
第
二
中
学
校
の
教
育
環

境
保
全
と
大
泉
学
園
駅
南
側
地
区

ま
ち
づ
く
り
の
取
組
方
針
素
案
の

５
項
目
は
当
然
実
施
す
べ
き
こ
と

で
、
道
路
整
備
と
引
換
え
に
す
る

も
の
で
は
な
い
。
教
育
環
境
を
保

全
し
た
と
い
え
る
の
か
。
考
え
は
。

 

教
育
振
興  

区
内
の
他
中
学
校
が

改
築
時
に
備
え
る
機
能
と
同
等
以

上
の
機
能
を
確
保
。
良
好
な
教
育

環
境
が
保
全
で
き
る
と
考
え
る
。

◆
新
年
度
予
算
と
区
財
政
に
つ
い
て

●問    

食
料
品
等
の
物
価
高
騰
が
続

く
中
、
区
の
７
年
度
予
算
は
過
去

最
大
規
模
に
な
っ
た
。
予
算
編
成

に
当
た
っ
て
の
基
本
的
な
考
え
方

は
。
物
価
高
騰
へ
の
対
応
と
し
て

の
施
策
は
。

 

区
長  

区
民
の
命
と
健
康
を
守
る

事
業
の
推
進
を
最
優
先
と
し
、
区

民
生
活
を
支
え
る
上
で
必
要
な
施

策
を
確
実
に
実
行
す
る
。 

副
区
長  

国
や
都
実
施
の
対
策
を
基
本
と
し
、

物
価
の
影
響
を
緩
和
す
る
支
援
に

取
り
組
ん
で
い
る
。

◆
災
害
対
策
に
つ
い
て

●問    

①
停
電
時
に
備
え
避
難
拠
点

等
の
電
力
確
保
と
停
電
を
想
定
し

た
訓
練
の
充
実
を
。
②
自
宅
で
の

停
電
時
の
備
え
の
周
知
啓
発
を
。

③
豪
雨
が
頻
発
・
激
甚
化
す
る
中
、

水
害
対
策
は
総
合
的
に
対
応
を
。

 

危
機
管
理  

①
全
避
難
拠
点
に
非

常
用
発
電
機
を
配
備
。
給
電
訓
練

も
実
施
。
②
防
災
動
画
等
活
用
し
、

防
災
フ
ェ
ス
タ
等
様
々
な
機
会
を

通
じ
て
周
知
啓
発
。 

土
木  

③
都

と
連
携
し
河
川
・
下
水
道
と
流
域

対
策
を
合
わ
せ
総
合
的
に
進
め
る
。

◆
経
済
対
策
に
つ
い
て

●問    

①
最
新
の
区
内
の
景
況
は
。

②
区
内
事
業
者
の
倒
産
に
関
す
る

状
況
は
。
③
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決

済
ポ
イ
ン
ト
還
元
事
業
の
効
果
は
。

 

産
業
経
済  

①
回
復
基
調
に
あ
る

一
方
、
10
月
か
ら
12
月
期
の
景
気

動
向
指
数
は
前
期
よ
り
下
降
。
②

倒
産
件
数
は
増
加
傾
向
。
販
売
不

振
や
売
掛
金
等
の
回
収
難
が
主
要

因
。
③
区
内
経
済
で
の
消
費
拡
大
、

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
推
進
に
寄
与
。

◆
石
神
井
公
園
駅
南
口
西
地
区
再

開
発
に
つ
い
て

●問    

長
期
間
に
わ
た
る
工
事
を
ど

の
よ
う
に
安
全
に
進
め
る
の
か
。

 

都
市
整
備  

交
通
誘
導
員
の
適
切

配
置
等
、
安
全
を
第
一
に
進
め
る
。

◆
美
術
館
の
再
整
備
に
つ
い
て

●問    

①
後
退
す
る
こ
と
な
く
進
め

る
べ
き
。
所
見
は
。
②
コ※
１

ン
ス
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の

効
果
は
。

 

地
域
文
化  

①
円
滑
な
事
業
実
施

に
取
り
組
む
。
②
コ
ス
ト
削
減
や

工
期
の
短
縮
、
品
質
の
確
保
等
。

◆
働
き
方
改
革
と
東
京
都
庁
の
週

休
３
日
制
に
つ
い
て

●問    

①
７
年
度
以
降
の
練
馬
区
職

員
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス

推
進
計
画
の
取
組
は
。
②
都
が
導

入
す
る
週
休
３
日
制
等
、
柔
軟
な

働
き
方
の
促
進
に
つ
い
て
所
見
は
。

 

人
事
戦
略  

①
仕
事
と
家
庭
を
両

立
す
る
た
め
の
支
援
制
度
を
拡
充
、

Ｄ
Ｘ
を
活
用
し
た
業
務
改
善
等
職

場
環
境
を
整
備
。
②
フ
レ
ッ
ク
ス

タ
イ
ム
制
等
の
導
入
を
検
討
。

◆
東
京
２
０
２
５
デ
フ
リ
ン
ピ
ッ

ク
に
つ
い
て

●問    

①
デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
聴
覚

に
障
害
の
あ
る
人
へ
の
理
解
の
促

進
等
が
で
き
る
大
会
。
区
民
周
知

と
機
運
醸
成
の
取
組
を
。
②
区
に

ゆ
か
り
の
あ
る
選
手
が
出
場
す
る

際
は
、
応
援
の
取
組
を
。
③
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
ス
ポ
ー
ツ
の
今
後
の
事

業
展
開
は
。

 

地
域
文
化  

①
デ
フ
ス
ポ
ー
ツ
体

験
会
等
を
開
催
し
、
機
運
醸
成
を

図
る
。
②
選
手
の
意
向
を
確
認
し
、

区
を
挙
げ
て
応
援
。
③
新
た
に
障

害
の
あ
る
お
子
さ
ん
向
け
の
ダ
ン

ス
教
室
を
実
施
等
、
誰
も
が
ス
ポ

ー
ツ
を
楽
し
め
る
機
会
を
充
実
。

◆
学
校
統
廃
合
と
子
ど
も
へ
の
影
響

●問    

①
統
廃
合
は
子
ど
も
の
生
存

成
長
に
深
刻
な
影
響
と
専
門
家
が

指
摘
。
計
画
発
表
時
、
心
の
ケ
ア

と
周
知
の
方
法
は
。
②
不
登
校
等

の
問
題
を
起
こ
す
可
能
性
。
見
解

は
。
③
教
員
負
担
増
へ
の
対
策
は
。

④
単
学
級
の
課
題
の
解
決
事
例
は
。

⑤
豊
渓
中
は
コ※
４

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス

ク
ー
ル
実
証
校
。
そ
の
意
義
は
。

⑥
子
ど
も
版
計
画
に
小
竹
小
の
記

述
な
し
。
意
見
表
明
権
侵
害
で
は
。

⑦
パ
ブ
コ
メ
締
切
り
前
の
ロ
ゴ
フ

ォ
ー
ム
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
は
な
ぜ
か
。

 

教
育
長  

①
②
対
象
校
校
長
に
事

前
に
情
報
提
供
、
連
携
し
対
応
す

る
こ
と
と
し
て
い
る
。
普
段
か
ら

気
軽
に
相
談
で
き
る
こ
と
等
伝
え

て
い
る
。
③
全
面
的
に
サ
ポ
ー
ト
。

④
現
在
光
八
小
、
豊
渓
中
等
で
異

学
年
交
流
等
工
夫
。
⑤
学
校
運
営

を
支
援
す
る
機
関
。
今
後
拡
大
を

図
る
。
⑥
元
年
度
に
対
応
方
針
を

策
定
。
資
料
は
新
た
な
取
組
中
心

に
作
成
。
⑦
事
前
に
意
見
が
投
稿

で
き
な
い
こ
と
を
注
意
喚
起
し
た
。

◆
教
育
と
多
様
性
、
性
的
い
じ
め

●問    

①
学
校
で
の
多
様
性
を
認
め

よ
。
②
「
こ
ど
も
哲
学
」
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
教
育
、
自
由
進
度

学
習
の
取
組
を
。
③
生
徒
間
の
性

的
い
じ
め
の
対
策
強
化
を
。
④
包

括
的
性
教
育
を
打
ち
出
せ
。
⑤
保

育
園
の
性
暴
力
防
止
策
強
化
を
。

 

教
育
振
興  
①
各
学
級
等
で
校
則

見
直
し
を
議
論
等
。
②
対
話
的
、

主
体
的
、
探
究
的
学
び
に
取
り
組

む
。
③
全
区
立
小
中
学
校
、
幼
稚

園
で
「
生※
５

命
の
安
全
教
育
」
実
施
。

④
教
育
・
研
修
等
プ
ロ
グ
ラ
ム
作

成
委
員
会
で
検
討
。 

こ
ど
も  

⑤

区
独
自
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成
等
。

◆
福
祉
・
医
療
に
つ
い
て

●問    

①
Ｕ
Ｄ
ト
ー
ク
を
区
イ
ベ
ン

ト
で
必
須
に
。
②
「
や
さ
し
い
日

本
語
」
活
用
に
向
け
研
修
の
工
夫

を
。
③
学
童
の
障
害
児
枠
制
限
の

改
善
を
。
④
高
額
療
養
費
自
己
負

担
限
度
額
引
上
げ
の
反
対
表
明
を
。

⑤
年
末
年
始
の
診
療
体
制
充
実
を
。

 

地
域
文
化  

①
イ
ベ
ン
ト
等
で
活

用
し
て
い
る
。
②
幅
広
く
周
知
啓

発
。 

こ
ど
も  

③
受
入
れ
体
制
強

化
。 

総
務  

④
国
の
動
向
注
視
。

 

地
域
医
療  

⑤
感
染
症
拡
大
時
の

体
制
等
、
医
師
会
と
調
整
す
る
。

◆
ま
ち
づ
く
り
の
諸
問
題
と
対
話

●問    

①
学
校
断
熱
改
修
と
あ
わ
せ

第
一
種
熱
交
換
換
気
シ
ス
テ
ム
の

設
置
を
。
②
区
立
施
設
の
シ
ッ
ク

ハ
ウ
ス
症
候
群
対
策
を
。
③
香
害

の
影
響
調
査
を
。
④
ま
ち
づ
く
り

協
議
会
に
区
長
も
参
加
し
対
話
を
。

 

教
育
振
興  

①
改
築
校
で
は
導
入
。

長
寿
命
化
改
修
校
で
導
入
検
討
。

 

総
務  

②
情
報
を
収
集
。
③
考
え

は
な
い
。 

都
市
整
備  

④
区
長
は

参
加
と
協
働
を
区
政
運
営
の
根
幹

に
据
え
、
区
政
を
進
め
て
い
る
。

◆
防
災
充
実
と
災
害
時
ケ
ア

●問    

①
災
害
時
の
心
の
ケ
ア
、
職

員
の
ケ
ア
体
制
充
実
を
。
②
避
難

拠
点
を
ス※
６

フ
ィ
ア
基
準
に
適
合
を
。

 

健
康  

①
保
健
師
が
各
避
難
拠
点

を
巡
回
等
。 

人
事
戦
略  

平
時
の

仕
組
み
を
活
用
し
実
施
。 

総
務 

②
国
の
指
針
等
踏
ま
え
取
り
組
む
。

◆
平
和
の
た
め
に
で
き
る
こ
と

●問    

平
和
首
長
会
議
で
政
府
へ
の

核
兵
器
禁
止
条
約
の
署
名
と
批
准

の
要
請
書
を
採
択
。
区
も
賛
同
か
。

  

総
務  

国
の
専
管
事
項
。
区
は
考

え
方
を
表
明
す
る
立
場
に
な
い
。

※4
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ・ス
ク
ー
ル
…
法
に
基
づ
き
、教
育
委
員
会
が
各
学
校
に
運
営
協
議
会
を
設
置
す
る
制
度
。「
開
か
れ
た
学
校
」か
ら「
地
域
と
と
も
に
あ
る
学
校
」へ
の
転
換
を
図
る
た
め
の
有
効
な
仕
組
み
。学
校
が

家
庭
や
地
域
と
一
体
と
な
っ
て
力
を
合
わ
せ
て
学
校
の
運
営
に
取
り
組
み
、子
ど
も
た
ち
を
育
ん
で
い
く
。　
※5
生
命（
い
の
ち
）の
安
全
教
育
…
文
部
科
学
省
が
、子
ど
も
た
ち
が
性
暴
力
の
加
害
者
、被
害
者
、傍
観
者

に
な
ら
な
い
よ
う
推
進
し
て
い
る
教
育　
※6
ス
フ
ィ
ア
基
準
…
紛
争
や
災
害
の
際
の
避
難
所
の
環
境
に
つ
い
て
、一
人
当
た
り
の
居
住
空
間
、ト
イ
レ
設
置
の
割
合
や
男
女
比
等
、最
低
限
の
基
準
を
定
め
た
も
の

※7
Ｒ
Ｐ
Ａ
…R

obotic P
rocess A

utom
ation 

の
略
。
人
間
が
手
作
業
で
行
っ
て
い
る
パ
ソ
コ
ン
操
作
を
、
自
動
化
す
る
こ
と
が
で
き
る
仕
組
み

※8
ケ
ア
リ
ー
バ
ー
…
児
童
養
護
施
設
や
里
親
家
庭
等
で
育
っ
た
社
会
的
養
護
を
経
験
し
た
人
の
こ
と
。

一般質問は、２月７日・10日・12日の３日間、12人の議員が行いました。ここでは質問と回答の要旨を掲載しています。
全文は、定例会閉会後、おおむね２か月後に発行予定の会議録をご覧ください。会議録は、区立図書館、区民情報ひろば（区役所西庁舎10階）、区議会ホームページで閲覧できます。

◆
区
財
政
に
つ
い
て

●問    

①
７
年
度
予
算
編
成
に
当
た

り
、事
業
見
直
し
の
取
組
は
。②
ふ

る
さ
と
納
税
に
よ
る
流
出
対
策
の

た
め
、
財
源
確
保
の
強
化
を
。

 

企
画  

①
実
績
に
基
づ
く
事
業
費

精
査
、Ｒ※
７

Ｐ
Ａ
等
活
用
等
。②
区
有

財
産
等
の
有
効
活
用
に
努
め
寄
附

拡
充
等
の
歳
入
確
保
に
取
り
組
む
。

◆
練
馬
区
の
文
化
で
あ
る
ア
ニ
メ

施
策
に
つ
い
て

●問    
ア
ニ
メ
強
豪
区
に
囲
ま
れ
る

中
、
ア
ニ
メ
文
化
を
ど
の
よ
う
な

位
置
付
け
、
施
策
と
す
る
の
か
。

 

地
域
文
化  
ア
ニ
メ
は
練
馬
区
の

特
色
。「
映
像
∞
文
化
の
ま
ち
構
想
」

に
基
づ
き
、今
後
も
ア
ニ
メ
等
を

活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
。

◆
匿
名
・
流
動
型
犯
罪
グ
ル
ー
プ

対
策
に
つ
い
て

●問    

①
被
害
者
や
巻
き
込
ま
れ
た

加
害
者
の
相
談
窓
口
の
拡
充
、
保

護
施
設
の
確
保
に
つ
い
て
所
見
は
。

②
防
犯
等
の
対
策
に
は
身
近
な
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
構
築
が
大
切
。

「
互
近
助
」
付
き
合
い
に
よ
る
連

携
し
た
取
組
へ
の
後
押
し
を
。

 

危
機
管
理  

①
本
人
や
家
族
等
の

保
護
は
警
察
等
の
専
門
機
関
に
よ

る
こ
と
が
適
切
。
区
に
相
談
が
あ

っ
た
場
合
は
迅
速
に
関
係
窓
口
へ

案
内
。
②
日
頃
か
ら
町
会
等
の
活

動
を
支
援
し
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ー
の
活
性
化
等
を
推
進
。

◆
都
市
計
画
に
つ
い
て

●問    

①
石
神
井
公
園
駅
南
口
西
地

区
再
開
発
工
事
中
に
住
民
の
行
動

が
変
わ
り
、
お
客
が
戻
ら
な
く
な

る
。
住
民
の
関
心
が
薄
れ
る
こ
と

な
く
、
話
題
の
中
心
と
な
る
よ
う
、

機
運
を
高
め
続
け
る
取
組
を
。
②

補
助
第
232
号
線
の
用
地
取
得
の
進

捗
を
踏
ま
え
た
今
後
の
見
通
し
は
。

 

都
市
整
備  

①
石
神
井
公
園
駅
南

口
西
地
区
市
街
地
再
開
発
組
合
と

協
力
し
、広
報
誌
を
発
行
等
、進
捗

状
況
を
周
知
予
定
。事
業
終
了
後
、

さ
ら
に
に
ぎ
わ
い
、
活
力
の
あ
る

ま
ち
に
な
る
よ
う
取
り
組
む
。
②

用
地
取
得
率
は
約
２
割
。
早
期
事

業
完
了
を
目
指
し
、
取
り
組
む
。

◆
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
活
用
に
つ
い
て

●問    

自
治
体
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の

活
用
に
つ
い
て
所
見
は
。

 

企
画  

都
等
の
動
向
注
視
し
研
究
。

◆
教
育
施
策
に
つ
い
て

●問    

小
一
の
壁
対
策
と
し
て
、
登

校
時
間
の
前
倒
し
を
。

 

教
育
長  

現
在
国
が
全
国
調
査
を

実
施
。
区
教
育
委
員
会
は
各
学
校

の
実
態
把
握
に
努
め
、
調
査
結
果

等
を
踏
ま
え
、
検
討
す
る
。

◆
子
ど
も
施
策
に
つ
い
て

●問    

学
童
ク
ラ
ブ
の
登
録
条
件
か

ら
、
保
護
者
の
就
労
先
の
居
宅
内

と
居
宅
外
の
優
劣
撤
廃
を
。

 

こ
ど
も  

入
会
基
準
指
数
の
現
状

の
１
点
差
は
妥
当
と
考
え
る
。

◆
福
祉
施
策
に
つ
い
て

●問    

①
施
設
従
事
者
が
利
用
者
か

ら
受
け
る
暴
力
の
対
策
を
。
②
ケ※
８

ア
リ
ー
バ
ー
に
就
労
の
支
援
を
。

 

福
祉  

①
従
事
者
対
象
の
相
談
窓

口
を
設
置
、研
修
等
を
実
施
等
。引

き
続
き
、
実
態
の
把
握
に
努
め
る
。

 

こ
ど
も  

②
７
年
度
、
都
児
相
連

携
型
の
社
会
的
養
護
自
立
支
援
事

業
を
開
始
し
支
援
を
考
え
て
い
る
。

◆
ド
ッ
グ
ラ
ン
整
備
に
つ
い
て

●問    

都
立
公
園
内
設
置
を
提
案
し

て
３
年
経
つ
が
、
現
在
の
所
見
は
。

 

保
健
所  

引
き
続
き
、
他
自
治
体

の
運
営
状
況
等
を
確
認
し
、
研
究
。

https://smart.discussvision.net/smart/tenant/nerima/WebView/rd/speech.html?council_id=87&schedule_id=4&playlist_id=1&speaker_id=85&target_year=2025
https://smart.discussvision.net/smart/tenant/nerima/WebView/rd/speech.html?council_id=87&schedule_id=4&playlist_id=2&speaker_id=48&target_year=2025
https://smart.discussvision.net/smart/tenant/nerima/WebView/rd/speech.html?council_id=87&schedule_id=4&playlist_id=3&speaker_id=46&target_year=2025
https://smart.discussvision.net/smart/tenant/nerima/WebView/rd/speech.html?council_id=87&schedule_id=4&playlist_id=4&speaker_id=67&target_year=2025
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件　　名 内　　容 結果
区
長
提
出
議
案

令和７年度練馬区一般会計予算 予算額　351,685,775千円 可決
令和７年度練馬区国民健康保険事業会計予算 予算額 64,627,639千円 可決
令和７年度練馬区介護保険会計予算 予算額 64,092,086千円 可決
令和７年度練馬区後期高齢者医療会計予算 予算額 20,359,840千円 可決
令和６年度練馬区一般会計補正予算（第５号） 補正額 740,226千円　　補正後の合計　332,200,242千円 可決
練馬区行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律に基づく個人番号の
利用および特定個人情報の提供に関する条例の一部を改正する条例

行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律の一部改正により、条例
で引用している同法の規定が項ずれすることに伴い、規定の整備を行う。 可決

練馬区個人情報の保護に関する法律施行条例の一部を改正する条例 刑法の一部改正に伴い、「懲役」を「拘禁刑」に改める。 可決
練馬区情報公開および個人情報保護審査会条例の一部を改正する条例 刑法の一部改正に伴い、「懲役」を「拘禁刑」に改める。 可決
練馬区職員の分限に関する条例の一部を改正する条例 刑法の一部改正に伴い、「禁錮の刑」を「拘禁刑」に改める。 可決

練馬区職員の退職手当に関する条例の一部を改正する条例 刑法の一部改正に伴い、「禁錮」を「拘禁刑」に改める。また、雇用保険法の一部改正により、就
業手当が廃止されること等に伴い、規定の整備を行う。 可決

練馬区特別区税条例の一部を改正する条例 刑法の一部改正に伴い、「懲役」を「拘禁刑」に改める。 可決
練馬区プールの規制に関する条例の一部を改正する条例 刑法の一部改正に伴い、「懲役」を「拘禁刑」に改める。 可決
練馬区まちづくり条例の一部を改正する条例 刑法の一部改正に伴い、「懲役」を「拘禁刑」に改める。 可決
練馬区印鑑条例の一部を改正する条例 印鑑登録証明のオンライン申請を開始することに伴い、所要の改正を行う。 可決

練馬区におけるアメリカ合衆国軍隊の構成員等の所有する軽自動車等に対する軽自動車税の種別割の
徴収の特例に関する条例の一部を改正する条例

日本国とアメリカ合衆国との間の相互協力及び安全保障条約第六条に基づく施設及び区域並びに日
本国における合衆国軍隊の地位に関する協定の実施に伴う地方税法の臨時特例に関する法律の一部
改正に伴い、アメリカ合衆国軍隊の構成員等の所有する軽自動車等に対する軽自動車税の種別割の
徴収の方法に普通徴収の方法を加えるほか、規定の整備を行う。

可決

練馬区地域包括支援センターの人員および運営の基準に関する条例の一部を改正する条例 介護保険法施行規則の一部改正により、地域包括支援センターの職員について、常勤換算方法の導
入等柔軟な配置が可能となったことに伴い、人員に関する基準を改める。 可決

練馬区福祉のまちづくり推進条例の一部を改正する条例
高齢者、障害者等の移動等の円滑化の促進に関する法律施行令の一部改正により、車椅子使用者用
便房の設置に係る基準が見直されたことおよび条例で引用している同令の規定が条ずれすることに
伴い、規定の整備を行う。

可決

練馬区建築基準法等の事務に係る手数料に関する条例の一部を改正する条例 建築基準法及び建築物のエネルギー消費性能の向上等に関する法律の一部改正に伴い、これらの法
律の規定に基づく事務に係る手数料の額の変更等を行う。 可決

練馬区営住宅条例の一部を改正する条例
早宮三丁目第三アパートについて、家族向け住宅１戸を単身者向け住宅２戸に改修するため、戸数
を改める。また、配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護等に関する法律の一部改正により、条
例で引用している同法の規定が変更されたことに伴い、規定の整備を行う。

可決

練馬区「特別区道」道路占用料等徴収条例の一部を改正する条例 固定資産税の評価替えを受けて、道路占用料の額の改定を行う。 可決
練馬区公共溝渠管理条例の一部を改正する条例 固定資産税の評価替えを受けて、公共溝渠の使用料の額の改定を行う。 可決

練馬区立都市公園条例の一部を改正する条例
きたろく公園（北町６－35－４）、せせらぎ緑地（関町南４－13－43）及び石泉けやき緑地（石神
井台６－５－25）を新設する。また、固定資産税の評価替えを受けて、占用及び許可行為に係る使
用料の額の改定を行う。

可決

練馬区立児童遊園条例の一部を改正する条例 固定資産税の評価替えを受けて、許可行為に係る使用料の額の改定を行う。 可決
練馬区立光が丘健康運動公園施設条例の一部を改正する条例 固定資産税の評価替えを受けて、許可行為に係る使用料の額の改定を行う。 可決
練馬区立小学校および中学校の学校医、学校歯科医ならびに学校薬剤師の公務災害補償に関する条例
の一部を改正する条例

都立学校の学校医、学校歯科医及び学校薬剤師の公務災害補償に関する条例の一部改正を踏まえ、
休業補償等に係る補償基礎額について東京都との均衡を図るため、額を引き上げる。 可決

特別区道路線の認定について（４件） 道路法第８条第１項の規定に基づく特別区道路線の認定を行うに当たり、同条第２項の規定に基づ
き議決を求める。 可決

特別区道路線の廃止について（１件） 道路法第10条第１項の規定に基づく特別区道路線の廃止を行うに当たり、同条第３項の規定に基づ
き議決を求める。 可決

特別区道路線の廃止および認定について（２件） 道路法第10条第１項及び第８条第１項の規定に基づく特別区道路線の廃止及び認定を行うに当たり、
同法第10条第３項及び第８条第２項の規定に基づき議決を求める。 可決

仮称環状８号線横断地下通路整備工事請負契約の一部変更について
令和３年第四回練馬区議会定例会において可決された契約について、東京都による街路築造工事の
遅延及び地下通路整備工事の施工に支障となる埋設物への対応協議のため、工事を一時中断するこ
とに伴い、工期を変更する。また、現場管理等の費用の増額により、契約金額を変更する。

可決

令和６年度練馬区一般会計補正予算（第６号） 補正額 6,406,052千円　　補正後の合計　338,606,294千円 可決
令和６年度練馬区国民健康保険事業会計補正予算 補正額 2,108,733千円　　補正後の合計 67,084,935千円 可決
令和６年度練馬区介護保険会計補正予算 補正額 862,675千円　　補正後の合計 65,082,345千円 可決
令和６年度練馬区後期高齢者医療会計補正予算 補正額　△221,232千円　　補正後の合計 19,920,975千円 可決
練馬区災害応急措置業務従事者および水防従事者に対する損害補償に関する条例の一部を改正する条
例

非常勤消防団員等に係る損害補償の基準を定める政令の一部改正に伴い、補償基礎額を引き上げる。
また、従事者に扶養親族がある場合の補償基礎額の加算額を改める。 可決

練馬区職員の勤務時間、休日、休暇等に関する条例の一部を改正する条例 人事院規則の一部改正を踏まえ、子の看護のための休暇の名称を変更するほか、規定の整備を行う。 可決

練馬区職員の給与に関する条例の一部を改正する条例 定年前再任用短時間勤務職員及び暫定再任用職員に住居手当を支給するため、規定の整備を行う。
また、刑法の一部改正に伴い、「禁錮」を「拘禁刑」に改める。 可決

練馬区国民健康保険条例の一部を改正する条例
特別区国民健康保険事業の調整に関する共通基準の改正に伴い、保険料率を変更する。また、国民
健康保険法施行令の一部改正に伴い、保険料の賦課限度額の引上げ及び保険料の均等割額に係る減
額判定基準の改正を行う。

可決

練馬区立幼稚園教育職員の勤務時間、休日、休暇等に関する条例の一部を改正する条例 人事院規則の一部改正を踏まえ、子の看護のための休暇の名称を変更するほか、規定の整備を行う。 可決

練馬区立幼稚園教育職員の給与に関する条例の一部を改正する条例 定年前再任用短時間勤務職員及び暫定再任用職員に住居手当を支給するため、規定の整備を行う。
また、刑法の一部改正に伴い、「禁錮」を「拘禁刑」に改める。 可決

練馬区家庭的保育事業等の設備および運営の基準に関する条例の一部を改正する条例 家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準の一部改正に伴い、代替保育等の連携施設の確保に
関する基準等を改める。 可決

練馬区特定教育・保育施設および特定地域型保育事業の運営の基準に関する条例の一部を改正する条
例

特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業並びに特定子ども・子育て支援施設等の運営に関する
基準の一部改正に伴い、代替保育等の連携施設の確保に関する基準等を改める。 可決

練馬区監査委員選任の同意について 市村保氏を監査委員に選任することに同意を求める。 同意
議

員

提
出
議
案

練馬区議会の個人情報の保護に関する条例の一部を改正する条例
行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律の一部改正により、条例
で引用している同法の規定が項ずれすることに伴い、規定の整備を行う。また、刑法の一部改正に
伴い、「懲役」を「拘禁刑」に改める。

可決

賛否の分かれた議案　本会議で採決を行い、賛否が分かれたもの 〇…賛成　×…反対
件　　名 自民党 公明党 立憲民主 共産党 練馬会議 インクル 維新の会 生活ネット つながる みどりの風 参政党 れいわ練馬 結果

令和７年度練馬区一般会計予算 〇 〇 〇 × 〇 × 〇 × × 〇 〇 × 可決
令和７年度練馬区国民健康保険事業会計予算 〇 〇 〇 × 〇 × 〇 × × 〇 〇 × 可決
令和７年度練馬区介護保険会計予算 〇 〇 〇 × 〇 × 〇 × × 〇 〇 × 可決
令和７年度練馬区後期高齢者医療会計予算 〇 〇 〇 × 〇 × 〇 × × 〇 〇 × 可決
練馬区地域包括支援センターの人員および運営の基準に関する条例の一部を改正する条例 〇 〇 〇 × 〇 × 〇 × × 〇 〇 × 可決
練馬区監査委員選任の同意について 〇 〇 〇 × 〇 × 〇 × × 〇 〇 × 同意

議決した議案 審議の結果、全ての議案を可決しました。
議案の内容は、区議会ホームページでご覧いただけます。

結果のでた請願・陳情 請願・陳情の要旨は、区議会ホームページでご覧いただけます。

採択したもの
陳情番号 件　　名 結果
98 大泉第二中学校の教育環境向上と地域のまちづくり推進の両立を求めることについて 採択

不採択としたもの
請願・
陳情番号 件　　名 結果 請願・

陳情番号 件　　名 結果

請願１号 石神井公園駅南口西地区市街地再開発ビルの風害対策を求めることについて 不採択 79 日本政府に対し、第３回核兵器禁止条約締約国会議へのオブザーバー参加を求める意見書の
提出について 不採択

請願２号 大泉第二中学校の「取組方針」（素案）の撤回を求めることについて 不採択 81 令和７年度光が丘第二保育園、光が丘第十一保育園、富士見台こぶし保育園におけるゼロ
歳児受入れ休止決定の撤回について 不採択請願３号 大泉第二中学校の大きな校庭と桜の木を残すことを求めることについて 不採択

70 認可保育園の増設を求めることについて 不採択 82 陳情書を郵送で提出できるよう求めることについて 不採択
71 区営プールにおいて、子どもたちを清い水で遊ばせることについて 不採択 84 生活困窮世帯エアコン購入費助成事業の対象拡大を求めることについて 不採択
73 自治体を国に従属させる改正地方自治法の撤回を求めることについて 不採択 90 都に対して、DV（ドメスティックバイオレンス）等の犯罪被害に遭った男性を一時保護す

るためのシェルターの設置を求めることについて 不採択75 経済的に厳しい家庭の子どもたちへの食料等配送事業の実施を求めることについて 不採択
78 住宅リフォーム助成制度の創設について 不採択 92 クリオ石神井公園（仮称）計画予定地の緑地としての保全を求めることについて 不採択

賛否が分かれたもの　本会議で採決を行い、賛否が分かれたもの ○…陳情の願意に賛成　×…陳情の願意に反対　※…一部議員は願意に反対
請願・
陳情番号 件　　名 自民党 公明党 立憲民主 共産党 練馬会議 インクル 維新の会 生活ネット つながる みどりの風 参政党 れいわ練馬 結果

請願１号 石神井公園駅南口西地区市街地再開発ビルの風害対策を求めることについて × × 〇
※ 〇 × 〇 × 〇 〇 × × 〇 不採択

請願２号 大泉第二中学校の「取組方針」（素案）の撤回を求めることについて × × × 〇 × 〇 × 〇 〇 × × × 不採択
請願３号 大泉第二中学校の大きな校庭と桜の木を残すことを求めることについて × × × 〇 × 〇 × 〇 〇 × × 〇 不採択
70 認可保育園の増設を求めることについて × × × 〇 × 〇 × 〇 〇 × × 〇 不採択

79 日本政府に対し、第３回核兵器禁止条約締約国会議へのオブザーバー参加を求める意見書の提出
について × × 〇 〇 × 〇 × 〇 〇 × × 〇 不採択

81 令和７年度光が丘第二保育園、光が丘第十一保育園、富士見台こぶし保育園におけるゼロ歳児受
入れ休止決定の撤回について × × × 〇 × 〇 × 〇 〇 × × 〇 不採択

98 大泉第二中学校の教育環境向上と地域のまちづくり推進の両立を求めることについて 〇 〇 〇 × 〇 × 〇 × × 〇 × 〇 採択

会派の略称　 自民党：練馬区議会自由民主党　公明党：練馬区議会公明党　立憲民主：練馬区議会立憲民主党　共産党：日本共産党練馬区議団　 
練馬会議：練馬区議会未来会議・都民ファーストの会・国民民主党　インクル：インクルーシブな練馬をめざす会　維新の会：練馬区議会日本維新の会　 
生活ネット：生活者ネットワーク　つながる：つながる市民・練馬　みどりの風：練馬区議会みどりの風　参政党：練馬区議会参政党　れいわ練馬：れいわ新選組練馬

https://www.city.nerima.tokyo.jp/gikai/kaigi/r7/dai1teirei/0701gian.html
https://www.city.nerima.tokyo.jp/gikai/kaigi/r7/dai1teirei/0701tinjoukekka.html
https://www.city.nerima.tokyo.jp/gikai/kaigi/r7/dai1teirei/0701tinjoukekka.html#cms9D592
https://www.city.nerima.tokyo.jp/gikai/kaigi/r7/dai1teirei/0701tinjoukekka.html#cmsFAD52
https://www.city.nerima.tokyo.jp/gikai/kaigi/r7/dai1teirei/0701tinjoukekka.html#cms16236
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令
和
７
年
度
練
馬
区
一
般
会
計
、

各
特
別
会
計
予
算
に
賛
成
。

令
和
７
年
度
一
般
会
計
予
算
は

４
年
連
続
で
過
去
最
大
と
な
っ
た
。

歳
入
面
で
は
、
特
別
区
財
政
調

整
交
付
金
は
、
５
年
ぶ
り
の
配
分

割
合
の
引
上
げ
と
好
調
な
企
業
業

績
に
よ
り
増
加
。
ま
た
、
特
別
区

民
税
も
納
税
義
務
者
数
の
増
加
や

賃
金
上
昇
等
に
よ
り
増
加
す
る
一

方
で
、
ふ
る
さ
と
納
税
に
よ
る
減

収
は
年
々
拡
大
し
、
令
和
７
年
度

は
58
億
円
に
達
す
る
見
通
し
。
さ

ら
に
、
長
期
金
利
の
上
昇
は
起
債

発
行
に
お
け
る
利
払
い
費
の
増
加

を
招
き
、
財
政
へ
の
制
約
要
因
と

な
る
可
能
性
も
あ
る
。

歳
出
面
で
は
、
福
祉
・
医
療
や

都
市
イ
ン
フ
ラ
整
備
等
、
生
活
に

不
可
欠
な
事
業
や
、
文
化
・
ス
ポ

ー
ツ
・
み
ど
り
等
の
区
民
生
活
を

豊
か
に
す
る
事
業
の
拡
充
に
も
尽

力
。
一
方
で
、
区
立
施
設
の
改
修

改
築
が
待
っ
た
な
し
の
状
況
で
、 

今
後
の
コ
ス
ト
増
も
懸
念
。
ま
た
、

社
会
保
障
関
係
費
は
こ
の
10
年
で

倍
増
し
て
お
り
、
今
後
も
少
子
高

齢
化
の
進
行
に
よ
り
、
さ
ら
な
る

増
加
は
避
け
ら
れ
な
い
。

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
て
、

社
会
情
勢
の
変
化
を
柔
軟
に
捉
え
、

区
民
生
活
や
地
域
経
済
の
支
援
等
、

重
要
分
野
に
は
し
っ
か
り
と
予
算

を
確
保
す
る
一
方
、
全
事
業
の
不

断
の
見
直
し
を
図
る
こ
と
を
求
め

る
。
加
え
て
、
大
江
戸
線
の
延
伸
、

地
域
ご
と
の
ま
ち
づ
く
り
、
区
立

美
術
館
・
貫
井
図
書
館
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
、
さ
ら
に
は
子
育
て
・
教
育

施
策
の
拡
充
は
、
練
馬
区
の
人
口

や
税
収
の
増
加
に
つ
な
が
る
「
未

来
へ
の
投
資
」
で
あ
る
。
税
収
を

「
ど
う
使
う
か
」
だ
け
で
な
く
、

「
ど
う
増
や
す
か
」
と
い
う
経
営

視
点
を
持
ち
、
未
来
へ
の
積
極
的

な
投
資
を
進
め
る
こ
と
で
、
自
治

体
経
営
を
さ
ら
に
前
へ
進
め
て
い

く
こ
と
を
強
く
要
望
。
引
き
続
き
、

令
和
７
年
度
予
算
議
案
に
対
す
る

令
和
７
年
度
予
算
議
案
に
対
す
る

各
会
派
の
意
見
・
要
望
等
及
び
討
論

各
会
派
の
意
見
・
要
望
等
及
び
討
論

練
馬
区
議
会
自
由
民
主
党
も
先
行

き
不
透
明
な
社
会
情
勢
に
対
応
し
、

練
馬
の
未
来
を
切
り
開
く
た
め
に

よ
り
一
層
尽
力
し
て
い
く
。

【
財
政
計
画
】
①
持
続
可
能
な

財
政
運
営
の
堅
持
を
。
②
積
極
的

な
起
債
の
活
用
と
寄
附
金
の
確
保

を
。【
総
務
費
】
①
区
職
員
の
エ
ン

ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
を
高
め
、
働
き
続

け
た
い
と
思
え
る
環
境
づ
く
り
を
。

②
区
有
施
設
資
産
活
用
専
管
部
署

の
設
置
を
。
③
都
の
開
発
し
た
Ａ

Ｉ
ツ
ー
ル
と
連
携
し
、
危
機
管
理

の
Ｄ
Ｘ
化
の
推
進
を
。
④
災
害
関

連
死
の
一
層
の
予
防
を
。
⑤
ス
タ

ン
ド
パ
イ
プ
設
置
場
所
を
周
知
し
、 

初
期
消
火
力
の
向
上
を
。【
地
域
文

化
費
】
①
美
術
館
再
整
備
は
区
民

理
解
の
獲
得
と
、
コ
ン
ス
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
よ
る

工
事
費
・
工
期
等
の
妥
当
性
の
検

証
を
。
②
中
村
橋
駅
周
辺
は
美
術

の
森
緑
地
や
商
店
街
と
一
体
化
し
、

ア
ー
ト
を
感
じ
ら
れ
る
ま
ち
に
。

③
自
治
活
動
推
進
協
力
費
の
さ
ら

な
る
充
実
を
。【
産
業
経
済
費
・
環

境
費
】
①
中
小
企
業
の
人
手
不
足

解
消
に
向
け
た
取
組
を
。
②
事
業

承
継
支
援
の
強
化
を
。
③
町
会
・

自
治
会
の
集
団
回
収
の
報
奨
金
の

増
額
を
。
④
廃
食
用
油
の
回
収
場

所
増
設
と
回
収
油
の
Ｓ
Ａ
Ｆ
（
持

続
可
能
な
航
空
燃
料
）
化
の
推
進

を
。【
保
健
福
祉
費
】
①
認
知
症
伴

走
型
モ
デ
ル
事
業
の
対
象
エ
リ
ア

拡
大
を
。
②
補
聴
器
助
成
事
業
の

対
象
年
齢
の
引
下
げ
を
。
③
福
祉

タ
ク
シ
ー
券
は
エ
リ
ア
外
か
ら
の

乗
車
を
利
用
可
能
に
。
④
ひ
と
り

親
家
庭
以
外
の
生
活
困
窮
世
帯
に

も
学
習
ク
ー
ポ
ン
配
布
事
業
の
実

施
を
。
⑤
休
日
夜
間
診
療
の
委
託

料
の
増
額
を
。
⑥
住
ま
い
確
保
や

就
職
相
談
を
通
じ
、
就
職
氷
河
期

世
代
の
支
援
強
化
を
。
⑦
狂
犬
病

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
周
知
啓
発
の
強

化
を
。【
都
市
整
備
費
・
土
木
費
】

①
大
江
戸
線
延
伸
事
業
計
画
の
確

定
と
鉄
道
事
業
許
可
の
取
得
に
向

け
取
組
の
強
化
を
。
②
西
武
新
宿

線
連
続
立
体
交
差
事
業
は
事
業
用

地
を
活
用
し
た
事
業
Ｐ
Ｒ
等
、
取

得
し
た
用
地
の
積
極
的
活
用
を
。

③
練
馬
城
址
公
園
整
備
に
合
わ
せ
、

外
周
道
路
の
拡
幅
を
。
④
空
き
家

対
策
は
６
年
度
実
施
の
調
査
を
基

に
実
態
に
合
っ
た
対
応
を
。
⑤
放

射
７
号
線
と
福
泉
寺
通
り
の
交
差

部
へ
の
信
号
機
設
置
を
都
に
強
く

働
き
か
け
を
。
⑥
田
柄
川
緑
道
の

再
整
備
と
（
仮
称
）
田
柄
２
丁
目

公
園
の
整
備
を
。
⑦
桜
台
東
部
地

区
の
防
災
ま
ち
づ
く
り
の
着
実
な

実
現
を
。
⑧
富
士
見
台
一
丁
目
公

園
予
定
地
の
早
期
整
備
を
。【
教
育

費
】
①
学
校
の
改
築
・
長
寿
命
化

改
修
の
さ
ら
な
る
促
進
を
。
②
学

校
改
築
に
合
わ
せ
、
近
隣
で
共
有

す
る
室
内
プ
ー
ル
の
整
備
を
。
③

全
中
学
校
に
空
調
機
の
あ
る
武
道

場
の
整
備
を
。
④
部
活
動
指
導
員

を
活
用
し
武
道
部
活
動
の
再
興
を
。

⑤
子
ど
も
や
教
員
が
効
果
的
に
活

用
で
き
る
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
配

備
を
。
⑥
豊
渓
中
学
校
の
統
廃
合

は
地
域
や
保
護
者
の
意
見
を
踏
ま

え
、
丁
寧
な
対
応
を
。
⑦
大
泉
第

二
中
学
校
は
取
組
方
針
策
定
後
速

や
か
に
改
築
に
着
手
し
教
育
環
境

向
上
を
。【
こ
ど
も
家
庭
費
】
①
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
や
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
等
で
も

保
育
園
や
練
馬
こ
ど
も
園
を
比
較

で
き
る
よ
う
情
報
提
供
を
。
②
私

立
幼
稚
園
で
実
施
の
乳
幼
児
一
時

預
か
り
を
子
育
て
ス
タ
ー
ト
応
援

券
の
対
象
に
。
③
ね
り
っ
こ
ク
ラ

ブ
の
全
校
実
施
と
認
証
学
童
ク
ラ

ブ
移
行
へ
の
対
応
を
。

　

２
０
２
５
年
度
練
馬
区
一
般
会

計
、
国
民
健
康
保
険
事
業
会
計
、

介
護
保
険
会
計
、
後
期
高
齢
者
医

療
会
計
に
反
対
す
る
。
理
由
は
、

物
価
高
騰
へ
の
対
策
や
事
業
者
へ

の
支
援
が
不
十
分
、
建
設
費
が
109

億
円
に
膨
ら
む
美
術
館
再
整
備
、

区
民
合
意
も
な
い
ま
ま
の
学
校
統

廃
合
や
大
型
道
路
整
備
を
推
進
し

て
い
る
。
住
民
福
祉
の
増
進
の
取

組
を
求
め
、
以
下
要
望
す
る
。
①

男
女
共
同
参
画
条
例
を
制
定
し
、

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度
を
導
入

せ
よ
。
②
災
害
時
の
ト
イ
レ
確
保

管
理
計
画
の
策
定
を
。
③
平
米
単

価
が
麻
布
台
ヒ
ル
ズ
を
超
え
工
事

費
が
青
天
井
の
美
術
館
再
整
備
は

見
直
せ
。
再
整
備
と
一
体
の
サ
ン

ラ
イ
フ
練
馬
の
解
体
は
延
期
せ
よ
。

④
区
内
事
業
者
に
賃
上
げ
や
人
材

確
保
費
用
の
支
援
を
。
⑤
幅
広
い

業
種
を
対
象
に
し
た
物
価
高
騰
対

策
支
援
金
を
交
付
せ
よ
。
⑥
生
ご

み
の
資
源
化
を
実
施
せ
よ
。
⑦
清

掃
車
両
の
Ｅ
Ｖ
化
を
検
討
せ
よ
。

⑧
区
民
農
園
の
整
備
等
で
農
地
を

残
せ
。
⑨
介
護
労
働
者
の
労
働
条

件
改
善
と
配
置
基
準
の
引
上
げ
を

国
へ
求
め
よ
。
⑩
訪
問
介
護
報
酬

の
引
下
げ
で
苦
境
に
陥
る
事
業
者

へ
直
接
支
援
を
行
え
。
⑪
都
の
介

護
職
へ
の
家
賃
補
助
に
加
算
せ
よ
。

⑫
生
活
苦
の
相
談
に
福
祉
事
務
所

を
訪
れ
る
方
へ
食
料
の
提
供
を
。

生
活
保
護
費
の
引
上
げ
を
国
へ
求

め
よ
。
⑬
大
泉
第
二
中
学
校
を
分

断
す
る
都
市
計
画
道
路
の
整
備
は

見
直
せ
。
⑭
当
事
者
や
地
域
の
合

意
の
な
い
学
校
統
廃
合
は
進
め
る

な
。
⑮
社
会
的
養
護
施
設
出
身
者

一
人
が
暮
ら
し
て
い
く
上
で
安
心

す
る
こ
と
が
消
費
の
確
か
な
基
盤

と
な
る
こ
と
か
ら
、
賃
上
げ
と
消

費
に
よ
る
経
済
の
好
循
環
実
現
に

向
け
て
、
人
へ
の
徹
底
し
た
投
資

や
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
構
築
等
を

実
施
し
て
い
く
。

国
際
社
会
が
築
き
上
げ
て
き
た

規
範
に
基
づ
く
秩
序
か
ら
、
力
を

武
器
に
し
た
時
代
に
突
入
し
か
ね

な
い
世
界
史
的
転
換
期
に
我
が
国

が
直
面
す
る
中
、
区
に
は
、
国
や

都
と
連
携
の
上
、
健
全
で
均
衡
し

た
財
政
運
営
を
要
望
す
る
。

賛
成
の
理
由
は
次
の
と
お
り
。

第
一
に
、
誰
も
が
取
り
残
さ
れ

な
い
助
け
合
い
の
社
会
実
現
に
向

け
、
予
算
の
約
７
割
を
福
祉
医
療 

・
教
育
・
こ
ど
も
家
庭
分
野
に
充

て
る
と
い
う
点
を
評
価
。
家
族
の

高
齢
化
や
親
亡
き
後
で
も
、
重
度

障
害
者
の
方
が
住
み
慣
れ
た
練
馬

で
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る

療
養
介
護
等
の
場
の
整
備
や
、
学

童
で
の
長
期
休
業
中
の
昼
食
提
供

等
、
一
人
一
人
の
人
生
や
生
活
に

寄
り
添
っ
た
予
算
と
な
っ
て
い
る
。

第
二
に
、
今
後
30
年
以
内
に
70

％
の
確
率
で
発
生
す
る
と
い
う
首

都
直
下
地
震
等
に
備
え
、
こ
れ
ま

で
も
取
り
組
ん
で
き
た
住
宅
の
耐

震
化
及
び
緊
急
輸
送
道
路
を
閉
塞

さ
せ
な
い
た
め
に
重
点
的
に
沿
道

建
築
物
の
耐
震
化
を
促
進
す
る
こ

と
、
並
び
に
新
規
事
業
と
し
て
在

宅
避
難
促
進
の
た
め
の
マ
ン
シ
ョ

ン
防
災
対
策
助
成
の
実
施
や
エ
ア

ー
ベ
ッ
ド
備
蓄
等
、
避
難
所
の
生

活
環
境
の
充
実
等
を
評
価
す
る
。

第
三
に
、
美
術
館
・
貫
井
図
書

館
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
通
じ
て
、

未
来
へ
の
投
資
と
し
て
新
し
い
価

値
を
創
造
す
る
取
組
を
評
価
す
る

一
方
で
、
コ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン 

・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
実
施
に
よ
る
経

費
節
減
や
各
種
寄
附
金
等
に
よ
る

新
た
な
財
源
確
保
に
は
、
よ
り
一

層
の
注
力
を
要
望
す
る
。

令
和
７
年
度
練
馬
区
一
般
会
計

及
び
３
特
別
会
計
予
算
に
賛
成
。

我
が
会
派
の
予
算
要
望
等
が
随
所

に
盛
り
込
ま
れ
、
高
く
評
す
る
。

　
【
都
区
財
調
・
財
政
計
画
】①
財

政
調
整
交
付
金
増
加
分
の
効
果
的

利
用
を
。
②
施
設
整
備
基
金
の
確

実
な
積
立
て
を
。【
総
務
費
】
①
町

会
・
商
店
街
等
の
防
犯
カ
メ
ラ
設

置
、
維
持
管
理
費
の
補
助
割
合
の

増
を
。
②
振
動
感
知
式
防
犯
ブ
ザ

ー
と
防
犯
対
策
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト

の
配
布
を
。
③
困
難
な
問
題
を
抱

え
る
女
性
を
早
期
に
発
見
し
支
援

に
つ
な
げ
る
た
め
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
相

談
や
居
場
所
事
業
の
周
知
徹
底
を
。

【
地
域
文
化
費
】
①
新
公
共
施
設

予
約
シ
ス
テ
ム
の
団
体
Ｉ
Ｄ
申
請

手
続
き
は
簡
略
化
を
。
②
ア
ー
バ

ン
ス
ポ
ー
ツ
と
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
人

口
増
の
取
組
を
。
③
美
術
館
再
整

備
の
必
要
性
を
広
く
区
民
に
周
知

を
。
④
総
合
体
育
館
に
ネ
ー
ミ
ン

グ
ラ
イ
ツ
活
用
を
。【
産
業
経
済
費 

・
環
境
費
】
①
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
化
設
備
設
置
等
補
助
制
度

の
さ
ら
な
る
周
知
を
。
②
商
店
街

空
き
店
舗
入
居
促
進
事
業
活
用
後

も
起
業
者
に
寄
り
添
っ
た
支
援
を
。

③
高
齢
者
等
、
年
代
別
で
区
内
事

業
者
と
求
職
者
の
マ
ッ
チ
ン
グ
検

討
を
。【
保
健
福
祉
費
・
介
護
保
険

会
計
】
①
光
が
丘
福
祉
専
門
学
校

卒
業
生
に
区
内
事
業
所
へ
の
就
労

の
支
援
を
。
②
リ
ト
ル
ベ
ビ
ー
ハ

ン
ド
ブ
ッ
ク
は
都
と
連
携
し
使
い

や
す
い
手
帳
に
。
③
ペ
ッ
ト
終
生

飼
養
の
周
知
啓
発
を
。
都
予
算
を

活
用
し
同
行
避
難
用
の
ケ
ー
ジ
や

ペ
ッ
ト
フ
ー
ド
の
備
蓄
を
。【
都
市

整
備
費
・
土
木
費
】
①
貫
井
主
要 

生
活
道
路
１
号
線
タ
ク
シ
ー
乗
り

場
予
定
地
は
整
備
ま
で
の
間
も
有

効
利
用
を
。
②
個
別
訪
問
で
桜
台

東
部
地
区
の
防
災
道
路
の
必
要
性 

の
理
解
促
進
を
。
③
道
路
陥
没
事

故
の
な
い
よ
う
維
持
管
理
等
の
見

直
し
を
。
④
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー

は
利
用
時
間
延
長
と
運
転
士
の
処 

遇
の
検
討
を
。
⑤
区
民
交
通
傷
害

保
険
の
オ
ン
ラ
イ
ン
申
込
み
開
始

に
併
せ
通
年
で
加
入
受
付
を
。【
教

育
費
】
①
学
校
配
備
の
防
犯
用
品

に
新
製
品
導
入
を
。
②
適
応
指
導

教
室
の
メ
タ
バ
ー
ス
は
よ
り
効
果

的
な
取
組
を
。
③
不
登
校
児
童
生

徒
支
援
策
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成

し
、
多
様
な
学
び
の
相
談
体
制
強

化
を
。【
こ
ど
も
家
庭
費
】
①
ね
り

ま
羽
ば
た
く
若
者
応
援
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
対
象
者
へ
広
く
周
知
を
。

②
ね
り
ま
マ
マ
パ
パ
て
ら
す
の
講

師
や
参
加
者
募
集
は
子
育
て
応
援

ア
プ
リ
活
用
を
。
③
学
校
長
期
休

業
中
は
ね
り
っ
こ
学
童
ク
ラ
ブ
で

朝
８
時
以
前
の
受
入
れ
を
。
④
ね

り
っ
こ
ひ
ろ
ば
利
用
登
録
と
保
険

料
決
済
は
オ
ン
ラ
イ
ン
化
を
。

経
営
視
点
を
持
ち
未
来
へ
の
投
資
を
加
速

練
馬
区
議
会
自
由
民
主
党
（
14
人
）

令
和
７
年
度
一
般
会
計
及
び
各
特
別
会
計
予
算

に
つ
い
て
は
、
議
長
を
除
く
全
議
員
に
よ
り
構

成
さ
れ
る
予
算
特
別
委
員
会
（
委
員
長　

田
中
よ

し
ゆ
き
、
副
委
員
長　

白
石
け
い
子
）
に
お
い
て
、

慎
重
か
つ
厳
正
に
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

各
会
派
か
ら
出
さ
れ
た
意
見
・
要
望
等
及
び
討

論
の
要
旨
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

凶
悪
な
犯
罪
や
詐
欺
か
ら
区
民
の
命
と
生
活
を
守
れ

練
馬
区
議
会
公
明
党
（
７
人
）

青
天
井
の
美
術
館
再
整
備
よ
り
暮
ら
し
の
支
援
を

日
本
共
産
党
練
馬
区
議
団
（
５
人
）

誰
も
が
取
り
残
さ
れ
な
い
助
け
合
い
の
社
会
実
現
を

練
馬
区
議
会
立
憲
民
主
党
（
６
人
）

令
和
７
年
度
練
馬
区
一
般
会
計

及
び
各
特
別
会
計
予
算
に
賛
成
。

立
憲
民
主
党
は
、
「
人
か
ら
始

ま
る
経
済
再
生
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、

働
く
人
が
賃
上
げ
さ
れ
た
収
入
を

消
費
に
回
す
こ
と
で
市
場
経
済
を

活
性
化
す
る
と
い
う
政
策
を
重
視

す
る
。
も
ち
ろ
ん
、
個
々
人
の
将

来
不
安
が
強
け
れ
ば
賃
上
げ
さ
れ

た
分
を
貯
蓄
し
て
し
ま
い
、
消
費

に
回
す
余
裕
が
な
い
と
い
う
現
実

も
一
方
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
一
人
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予 算 特 別 委 員 会

議
案
第
１
号
か
ら
第
４
号
の
４

予
算
に
反
対
。
予
算
反
対
の
最
大

の
理
由
は
、
区
民
の
生
活
に
大
き

く
関
わ
る
課
題
へ
の
取
組
が
十
分

に
情
報
公
開
や
検
証
も
さ
れ
ず
に

強
引
に
進
め
ら
れ
て
い
る
と
言
わ

ざ
る
を
得
な
い
点
。

美
術
館
は
、
当
初
76
億
円
と
い

わ
れ
た
概
算
工
事
費
が
今
既
に
1.5

倍
の
109
億
円
に
達
す
る
。
結
局
、

総
額
い
く
ら
か
か
る
の
か
、
全
く

不
透
明
。
美
術
館
の
ハ
コ
に
無
計

画
に
税
金
を
投
入
す
る
美
術
館
の

再
整
備
計
画
の
中
止
を
。

道
路
計
画
で
買
収
が
完
了
し
て

い
な
い
住
民
の
自
宅
を
「
３
か
月

間
週
１
回
訪
問
し
続
け
イ
ン
タ
ー

ホ
ン
を
鳴
ら
し
手
紙
を
置
き
、
会

え
な
か
っ
た
か
ら
定
期
的
に
来
る

食
品
業
者
の
後
を
つ
け
て
訪
問
の

タ
イ
ミ
ン
グ
を
見
つ
け
た
。」と
い

う
区
の
答
弁
が
あ
り
、
こ
の
よ
う

な
悪
質
な
手
法
で
計
画
を
進
め
て

い
る
の
か
と
憤
り
を
禁
じ
得
な
い
。

人
口
減
少
、
人
材
不
足
、
気
候

危
機
等
の
課
題
、
区
の
公
共
施
設

の
老
朽
化
へ
の
対
応
等
、
取
り
組

む
べ
き
課
題
が
山
積
し
て
い
る
中
、

情
報
公
開
を
進
め
、
よ
り
良
い
方

法
を
検
証
す
る
こ
と
、
何
よ
り
も

区
民
一
人
一
人
の
生
活
を
尊
重
す

る
区
政
を
求
め
る
。

　

令
和
７
年
度
練
馬
区
一
般
会
計

予
算
、
各
特
別
会
計
予
算
に
賛
成
。

①
マ
ン
シ
ョ
ン
で
の
在
宅
避
難
は

重
要
。
応
急
給
水
栓
や
マ
ン
ホ
ー

ル
ト
イ
レ
整
備
費
用
の
助
成
を
評

価
。
さ
ら
な
る
防
災
対
策
を
。

②
光
が
丘
福
祉
専
門
学
校
卒
業
後
、

区
内
介
護
事
業
所
で
働
く
人
材
が

長
期
定
着
す
る
た
め
の
取
組
を
。

③
東
京
２
０
２
５
デ
フ
リ
ン
ピ
ッ

ク
は
、
子
ど
も
た
ち
へ
競
技
会
場

で
の
観
戦
機
会
の
提
供
を
。

④
教
育
施
策
で
は
保
護
者
負
担
軽

減
に
向
け
、
全
国
実
施
よ
り
も
先

に
学
用
品
等
公
費
負
担
の
さ
ら
な

る
拡
大
を
。

⑤
学
童
待
機
児
童
ゼ
ロ
達
成
に
向

け
て
、
東
京
都
認
証
学
童
ク
ラ
ブ

事
業
を
有
効
活
用
す
る
等
、
さ
ら

な
る
学
童
ク
ラ
ブ
定
員
拡
大
を
。

⑥
美
術
館
・
貫
井
図
書
館
全
面
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
は
、
後
年
度
負
担
額

を
早
期
に
示
し
、
中
村
橋
以
外
の

区
民
の
方
を
含
め
十
分
な
住
民
理

　

各
予
算
議
案
に
反
対
。
突
然
の

区
立
保
育
園
0
歳
児
枠
の
受
入
れ

休
止
に
保
護
者
は
困
惑
。
若
者
施

策
も
不
十
分
。
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
専
門
職
の
配
置
基
準
緩
和

は
高
齢
者
施
策
の
後
退
を
懸
念
。

区
立
施
設
は
原
発
や
化
石
燃
料
に

頼
ら
な
い
真
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
導
入
を
。
区
立
学
校
適
正

配
置
は
人
数
や
学
級
数
で
は
な
く

子
ど
も
た
ち
が
行
き
た
い
と
思
え

る
学
校
を
作
る
視
点
を
持
つ
べ
き
。

美
術
館
再
整
備
を
費
用
が
不
明
確

な
ま
ま
強
引
に
進
め
る
姿
勢
は
看

過
で
き
な
い
。
道
路
整
備
と
大
泉

第
二
中
の
教
育
環
境
の
両
立
は
矛

盾
。
都
市
計
画
道
路
整
備
や
ま
ち

づ
く
り
等
は
丁
寧
な
合
意
形
成
の

プ
ロ
セ
ス
が
必
要
。
国
保
は
今
回

は
一
時
的
に
保
険
料
が
抑
え
ら
れ

た
が
根
本
的
な
制
度
設
計
は
変
わ

ら
な
い
。
介
護
保
険
等
の
保
険
料

も
上
昇
の
一
途
。
社
会
保
障
制
度

の
抜
本
的
見
直
し
を
国
に
求
め
よ
。

　

各
予
算
議
案
に
反
対
。
企
業
収

益
の
増
加
、
資
産
優
遇
に
よ
る
税

収
増
は
、
富
の
偏
在
や
格
差
の
拡

大
と
一
対
。
生
活
を
守
る
た
め
に

施
策
と
財
源
を
振
り
向
け
る
こ
と
。

持
続
可
能
な
自
治
体
運
営
の
た
め

に
謙
虚
で
長
期
的
な
視
点
を
失
わ

な
い
こ
と
が
肝
要
。
エ
ッ
セ
ン
シ

ャ
ル
ワ
ー
ク
で
は
、
低
賃
金
・
過

重
労
働
と
人
員
不
足
の
悪
循
環
。

保
育
や
学
童
保
育
の
待
機
児
解
消

は
「
質
よ
り
量
」
が
顕
著
。
学
校

施
設
等
の
劣
化
が
進
ん
で
い
る
。

　

な
ぜ
美
術
館
再
整
備
に
百
億
を

大
き
く
超
え
る
巨
額
の
税
金
を
つ

ぎ
込
む
の
か
。
大
江
戸
線
は
、
都

が
担
う
べ
き
鉄
道
空
白
地
域
解
消

の
た
め
に
な
ぜ
区
が
百
億
も
負
担

す
る
の
か
。
貴
重
な
税
金
。
区
の

姿
勢
と
力
量
が
問
わ
れ
て
い
る
。

　

区
民
の
利
益
の
最
大
化
を
第
一

目
的
に
、
可
能
な
限
り
の
情
報
公

開
と
賢
い
支
出
の
視
点
か
ら
各
予

算
に
賛
成
。
事
業
見
直
し
等
に
よ

る
財
源
不
足
額
69
億
円
の
圧
縮
を

評
価
。
従
前
か
ら
要
望
し
て
い
た

施
策
に
加
え
ガ
ブ
テ
ッ
ク
Ｔ
Ｏ
Ｋ

Ｙ
Ｏ
へ
の
職
員
派
遣
、
青
少
年
の

育
成
環
境
を
守
る
た
め
の
助
成
拡

大
、
ケ
ア
リ
ー
バ
ー
へ
の
生
活
支

援
の
事
業
化
、
学
用
品
の
公
費
負

担
拡
大
、
小
学
校
へ
の
Ｗ
ｉ

－

Ｆ

ｉ
整
備
等
、
区
民
か
ら
の
新
し
い

要
望
に
応
え
て
い
る
こ
と
を
確
認
。

一
方
、
区
議
会
議
員
の
報
酬
増
や

各
種
事
業
の
利
用
料
金
を
無
収
入

の
青
少
年
か
ら
徴
収
す
る
こ
と
は

公
平
性
を
欠
く
。
次
世
代
へ
の
姿

勢
が
問
わ
れ
る
事
項
の
た
め
、
予

算
執
行
に
当
た
り
留
意
を
求
め
る
。

解
を
得
る
こ
と
で
、
将
来
に
わ
た

り
「
真
に
応
援
さ
れ
る
施
設
」
に
。

⑦
練
馬
駅
前
の
平
成
つ
つ
じ
公
園

全
面
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
は
、
ト
イ
レ

屋
根
へ
の
ミ
ス
ト
設
置
等
の
暑
さ

対
策
や
、
噴
水
遊
び
後
の
着
替
え

場
所
の
確
保
を
。

⑧
道
路
陥
没
が
起
き
な
い
対
策
を
。

等
へ
の
支
援
は
期
限
を
区
切
ら
ず

弾
力
的
に
行
え
。
⑯
児
童
養
護
施

設
の
職
員
不
足
の
改
善
に
取
り
組

め
。
⑰
ね
り
っ
こ
学
童
ク
ラ
ブ
は

１
人
当
た
り
の
面
積
基
準
や
ユ
ニ

ッ
ト
の
人
数
を
見
直
せ
。
⑱
石
神

井
庁
舎
は
長
寿
命
化
を
図
り
改
築

計
画
は
見
直
せ
。
⑲
再
エ
ネ
100
％

の
グ
リ
ー
ン
電
力
証
書
を
受
け
た

事
業
者
か
ら
電
力
を
購
入
し
区
立

施
設
に
導
入
せ
よ
。
⑳
精
神
障
が

い
者
へ
の
福
祉
手
当
を
充
実
せ
よ
。

令
和
７
年
度
予
算
に
賛
成
。
①

ひ
と
り
親
家
庭
向
け
学
習
ク
ー
ポ

ン
事
業
を
高
く
評
価
。
給
付
対
象

拡
充
を
。
②
区
内
全
域
の
防
災
マ

ッ
プ
作
成
と
地
区
防
災
計
画
を
整

備
し
周
知
を
。
③
外
国
資
本
の
市

場
独
占
に
よ
る
火
葬
場
費
用
高
騰

は
問
題
。
公
営
火
葬
場
建
設
や
区

民
へ
の
財
政
補
填
を
。
④
ス
ク
ー

ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
安
易
な
心
療

内
科
へ
の
誘
導
は
不
登
校
等
を
助

長
。
現
場
で
の
把
握
と
指
導
徹
底

を
。
⑤
ベ
ビ
ー
シ
ッ
タ
ー
支
援
事

業
は
在
宅
育
児
者
支
援
に
も
有
意

義
。
周
知
し
利
用
促
進
を
。
⑥
ド

ロ
ー
ン
の
活
用
に
向
け
、
イ
ベ
ン

ト
等
で
の
飛
行
ル
ー
ル
の
整
備
を
。

⑦
区
在
住
外
国
人
が
近
年
急
増
。

住
民
税
非
課
税
世
帯
外
国
人
へ
の

給
付
金
支
給
基
準
の
見
直
し
を
。

令
和
７
年
度
一
般
会
計
、
特
別

会
計
の
国
民
健
康
保
険
事
業
、
介

護
保
険
、
後
期
高
齢
者
医
療
会
計

の
予
算
議
案
に
反
対
す
る
。

理
由
は
練
馬
区
行
政
の
根
底
に

流
れ
る
人
権
意
識
の
捉
え
方
に
大

き
な
不
足
を
感
じ
る
た
め
。

練
馬
区
子
ど
も
の
権
利
条
例
や

理
不
尽
な
校
則
の
見
直
し
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
を
制
定
し
な
い
こ
と
は
、

子
ど
も
た
ち
の
人
権
を
な
い
が
し

ろ
に
し
て
い
る
。
豊
渓
中
学
校
の

統
廃
合
や
美
術
館
・
貫
井
図
書
館

の
建
て
替
え
は
、
住
民
と
の
意
見

交
換
が
不
足
し
て
い
る
。
ま
た
、

健
康
へ
の
影
響
を
懸
念
し
て
指
摘

し
て
き
た
香
害
や
化
学
物
質
過
敏

症
、
ワ
ク
チ
ン
事
業
に
つ
い
て
も
、

危
険
性
の
周
知
や
対
策
が
依
然
と

し
て
不
足
し
て
い
る
。

未
来
へ
つ
な
ぐ
人
へ
の
投
資
で
練
馬
区
を
元
気
に
！

練
馬
区
議
会
未
来
会
議
・
都
民
フ
ァ
ー
ス
ト
の
会
・
国
民
民
主
党
（
５
人
）

強
化
を
。
⑫
男
性
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ

ン
接
種
は
当
事
者
と
保
護
者
へ
の

理
解
促
進
を
。
⑬
ひ
き
こ
も
り
の

大
規
模
実
態
調
査
実
施
を
。
⑭
障

害
者
が
参
加
で
き
る
サ
ー
ク
ル
活

動
を
取
り
ま
と
め
周
知
を
。
⑮
就

職
氷
河
期
対
策
の
実
態
を
把
握
し

対
策
を
。
⑯
特
別
支
援
教
育
は
こ

ど
も
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
と
教
育

委
員
会
で
連
携
し
支
援
を
。
都
と

連
携
し
生
活
単
元
学
習
の
充
実
を
。

⑰
障
害
児
の
保
護
者
が
就
業
継
続

で
き
る
よ
う
卒
業
後
の
居
場
所
づ

く
り
を
。
⑱
狭
隘
道
路
拡
幅
整
備

の
さ
ら
な
る
推
進
を
。
⑲
公
園
改

修
や
新
設
時
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
遊

具
設
置
を
。
⑳
電
動
ア
シ
ス
ト
自

転
車
、
電
動
キ
ッ
ク
ボ
ー
ド
の
交

通
ル
ー
ル
啓
発
を
。
㉑
外
国
籍
の

子
の
教
材
等
の
多
言
語
化
や
卒
業

後
の
状
況
把
握
を
。
㉒
小
学
生
の

登
校
後
の
居
場
所
確
保
の
仕
組
み

を
。
㉓
寄
り
添
い
型
学
習
支
援
事

業
は
親
の
心
理
的
負
担
に
配
慮
を
。

非
課
税
世
帯
の
外
国
人
に
対
す
る
給
付
見
直
し
を
！

練
馬
区
議
会
参
政
党
（
１
人
）

子
ど
も
た
ち
の
権
利
や
、
区
民
の
人
権
を
守
れ
。

れ
い
わ
新
選
組
練
馬
（
１
人
）

住
民
参
加
と
丁
寧
な
合
意
形
成
で
魅
力
あ
る
ま
ち
に

生
活
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
２
人
）

美
術
館
に
百
億
円
以
上
！
区
長
選
で
区
民
の
審
判
を

つ
な
が
る
市
民
・
練
馬
（
１
人
）

自
治
体
は
自
ら
の
使
命
に
フ
ォ
ー
カ
ス
を
！

練
馬
区
議
会
み
ど
り
の
風
（
１
人
）

区
民
一
人
一
人
の
生
活
を
尊
重
し
た
区
政
を

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
な
練
馬
を
め
ざ
す
会
（
３
人
）

未
来
へ
向
け
た
区
民
目
線
の
新
し
い
政
治
を

練
馬
区
議
会
日
本
維
新
の
会
（
３
人
）

　

令
和
７
年
度
一
般
会
計
・
各
特

別
会
計
に
賛
成
。
①
経
常
収
支
比

率
の
改
善
を
評
価
。
今
後
も
弾
力

性
の
あ
る
財
政
運
営
に
向
け
た
予

算
編
成
を
。
②
不
用
額
の
抑
制
を

図
り
適
切
な
執
行
管
理
を
。
③
ふ

る
さ
と
納
税
は
他
地
方
交
付
税
不

交
付
団
体
と
連
携
し
て
制
度
是
正

に
向
け
た
取
組
を
。
④
練
馬
城
址

公
園
外
周
道
路
の
拡
幅
と
真
に
必

要
な
防
災
機
能
の
整
備
を
都
に
対

し
強
く
要
請
を
。
⑤
区
職
員
の
空

洞
化
を
懸
念
。
即
戦
力
と
な
る
人

材
の
確
保
、
育
成
を
。
⑥
デ
フ
リ

ン
ピ
ッ
ク
の
周
知
強
化
と
体
験
イ

ベ
ン
ト
実
施
を
。
⑦
練
馬
こ
ぶ
し

ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
に
10
キ
ロ
コ
ー

ス
の
追
加
を
。
⑧
文
化
芸
術
の
魅

力
を
発
信
で
き
る
構
想
の
策
定
と

区
内
ゆ
か
り
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に

よ
る
広
報
戦
略
の
確
立
を
。
⑨
区

内
中
小
事
業
者
に
対
す
る
カ
ス
ハ

ラ
対
策
の
さ
ら
な
る
周
知
を
。
⑩

製
品
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
一
括
回
収
開

始
に
よ
る
分
別
方
法
の
変
更
は
分

か
り
や
す
い
周
知
を
。
⑪
再
犯
防

止
に
向
け
更
生
保
護
の
観
点
か
ら

も
出
所
者
の
居
住
と
就
労
支
援
の

令和７年度予算に対する各会派の態度
○賛成　×反対

会派名

区　分

自

民

党

公

明

党

立

憲

民

主

共

産

党

練

馬

会

議

イ

ン

ク

ル

維

新

の

会

生
活
ネ
ッ
ト

つ

な

が

る

み
ど
り
の
風

参

政

党

れ
い
わ
練
馬

結

果
14
人

７
人

６
人

５
人

５
人

３
人

３
人

２
人

１
人

１
人

１
人

１
人

一 般 会 計
3516億8578万円

○ ○ ○ × ○ × ○ × × ○ ○ × 可
決

国民健康保険事業会計
646億2764万円

○ ○ ○ × ○ × ○ × × ○ ○ × 可
決

介 護 保 険 会 計
640億9209万円

○ ○ ○ × ○ × ○ × × ○ ○ × 可
決

後期高齢者医療会計
203億5984万円

○ ○ ○ × ○ × ○ × × ○ ○ × 可
決

 ＊議員数は構成人数（自民党は議長を除いた人数）
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■２月補正　７億4023万円
国の「物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金」を活用し、

物価上昇の影響を受けている区民や事業者等への支援の充実を図
るため、必要な経費を計上。

7億4023万円

■３月補正　64億605万円
●公定価格上昇への対応等 41億3915万円
●物価上昇対応（国の給付金事業） 19億3330万円
●将来の財政負担の抑制 56億円
●その他 △52億6640万円

令和６年度一般会計補正予算

「改革ねりま第Ⅲ章」の実現に向け、「練馬区モデル」をさらに発展・進化！
令和７年度一般会計　当初予算　3516億8578万円

●災害リスクに応じた「攻めの防災」の加速 【17億5876万円】

●大江戸線延伸の事業着手への取組と新駅予定地周辺等の
まちづくりの推進 【33億1363万円】

●交通インフラの整備促進と駅周辺まちづくりの推進
【41億8240万円】

●練馬のみどりを未来へつなぐ 【22億5404万円】

●脱炭素社会の実現に向けた環境施策の推進 【13億7813万円】

安全・快適、みどりあふれるまち

●意欲ある事業者の支援と商店街の魅力づくり 【８億13万円】

●生きた農と共存するまち練馬 【３億1606万円】

●みどりの中で優れた文化芸術を楽しめるまち 【７億5137万円】

●みどりの中で誰もがスポーツを楽しめるまち 【６億2529万円】

いきいきと心豊かに暮らせるまち

●地域コミュニティの活性化と区民協働の推進 【２億4115万円】

●ＤＸ（デジタル・トランスフォーメーション）で
区民と区政を直につなぐ 【28億7794万円】

区民とともに区政を進める

●保育サービスの充実 【81億1866万円】
●子育てサポートの充実 【２億2040万円】
●学齢期の子どもの居場所の充実 【44億2304万円】
●教育の質の向上 【203億5656万円】
●都児相と連携した若者支援の実施 【5266万円】
●支援が必要な子どもたちへの取組の充実 【２億8398万円】

子どもたちの笑顔輝くまち

●高齢者地域包括ケアシステムの深化・推進 【２億2104万円】
●高齢者の生活を支えるサービス提供体制と人材確保策の充実

【15億6710万円】
●元気高齢者の活躍とフレイル予防の推進 【３億9962万円】

高齢者が住みなれた地域で暮らせるまち

●障害者が地域で暮らし続けられる基盤の整備 【３億1571万円】
●ひとり親家庭や生活困窮世帯等の自立を応援 【５億7641万円】
●民間ならではの多様な活動と連携した地域福祉の推進

【１億2309万円】
●安心して医療が受けられる体制の整備 【3200万円】
●身体とこころの健康づくりを応援 【6019万円】

安心を支える福祉と医療のまち

次回の定例会は、
６月２日（月）から開催する予定です。

　本会議、各委員会の開催日時や傍聴等については、お問い合わ
せください。詳細な日程は、開催の１週間前を目途にホームペー
ジに掲載します。手話通訳をご希望の方は、事前にお申し出くだ
さい。

定 例 会 の 開 催 予 定
●政治家からの寄附は禁止
 政治家が選挙区内の人や団体にお金や物を贈ることは、時期や理由を問わず法律で禁止されて
います。※ただし、行事等の開催通知に会費の金額が明記されている場合は除きます。
●政治家に対する寄附の要求も禁止
 有権者が政治家に対して寄附を出すよう勧誘・要求することも禁止されています。※ただ
し、行事等の会費を求める場合は除きます。
● 時候のあいさつ状を出すことは禁止
 政治家が時候のあいさつ状を出すことは、答礼のための自筆によるものを除き禁止されて
います。

政治家は贈らない　有権者は求めない

♢

あ
と
が
き
♢

　

区
議
会
だ
よ
り
第
236
号
を

お
届
け
い
た
し
ま
す
。
本
号

は
令
和
７
年
第
一
回
定
例
会

の
内
容
を
中
心
に
編
集
い
た

し
ま
し
た
。

　

ご
意
見
・
ご
要
望
が
ご
ざ

い
ま
し
た
ら
、
議
会
事
務
局

ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

広
報
・
図
書
委
員
会

委
員
長　

上
野　

ひ
ろ
み

委
員
長
職
務
代
理

柳
沢　

よ
し
み

委　

員　

富
田　

け
ん
じ

や
く
し　

辰
哉

井
上　

勇
一
郎

スマートフォン、パソコン、
タブレットで「区議会だより」を
ご覧いただけます。

練馬区議会公式X（旧ツイッター）
区議会の最新情報を発信しています。
アカウント名 ＠Nerima_Kugikai

歳出
【目的別】

歳入

その他　81億7099万円（2.1%）

国庫支出金　679億8913万円（19.3%）

特別区交付金
1064億3458万円（30.3%）
区と東京都で分配している
固定資産税や法人住民税等

特別区税 　
765億2191万円（21.8%）
特別区民税、軽自動車税、
特別区たばこ税、入湯税

都支出金
345億6867万円（9.8%）

地方消費税交付金
195億5000万円（5.6%）

繰入金
150億6308万円（4.3%）

特別区債　
93億2300万円（2.7%）

諸収入
69億5938万円（2.0%）

使用料・手数料　
51億505万円（1.5%）

高齢者・障害者施策や生活保護、健康づくり等の経費
保健福祉費　988億4395万円（28.1%）

こども家庭費
868億657万円（24.7%）

保育所や児童館、児童手当等の経費

小中学校や幼稚園、図書館等の経費
教育費　535億3494万円（15.2%）

議会費、産業経済費、諸支出金、予備費
その他　92億8898万円（2.6%）

区民費　209億1650万円（6.0%）
戸籍・住民基本台帳事務や区民事務所等の経費

土木費　
153億3059万円（4.4%）
公園や道路の建設・管理等の経費

都市整備費　
106億7233万円（3.0%）
まちづくりの経費

地域文化費　85億1422万円（2.4%）
地域振興や文化・生涯学習、スポーツ
振興等の経費

公債費　45億7697万円（1.3%）
区が借りたお金の返済に充てる経費

（元金･利子･手数料等）

環境費　142億3563万円（4.1%）
温暖化対策や清掃リサイクル、
緑化推進等の経費

防災や広報、電算システム等の経費
総務費　289億6509万円（8.2%）

繰越金　20億円（0.6%）

一般会計の内訳は下のグラフのとおりです（各合計額は四捨五入のため、総額と一致しない場合があります。）前年度から8.9％の増となりました。

●会派名称の変更
令和７年４月７日付

で、「練馬区議会日本
維新の会」は会派の名
称を「練馬区議会日本
維新の会・無所属」に
変更しました。

短 信

https://www.city.nerima.tokyo.jp/kusei/zaisei/yosan/r07/r07tosho/index.html
https://www.city.nerima.tokyo.jp/gikai/nittei/r7/0706.html
https://www.city.nerima.tokyo.jp/gikai/tayori/index.html
https://x.com/Nerima_Kugikai

